
マ
ン
デ
ッ
タ
解
任
後
や
り
た
い
放
題

た
。
リ
オ
州
で
も
４
カ
所
の

緊
急
医
療
施
設
が
満
杯
に

な
っ
た
。
重
症
者
が
収
容
で

き
な
く
な
れ
ば
、
自
宅
で
死

亡
す
る
例
も
出
始
め
る
。 

　

州
別
の
感
染
者
と
死
者

数
が
最
も
多
い
聖
州
で
は
、

国
内
初
の
死
者
確
認
か
ら

３
４
日
目
の
４
月
１
９
日
に

死
者
数
が
１
千
人
を
超
え
、

１
０
１
５
人
と
な
っ
た
（
感

染
者
は
１
万
４
２
６
７
人
）。 

　

１
９
日
現
在
の
死
者
数

２
位
は
リ
オ
州
の
４
０
２

人
（
感
染
者
４
７
６
５
人
、

以
下
同
）、
３
位
は
ペ
ル
ナ

ン
ブ
ッ
コ
州
の
２
１
６
人

（
２
４
５
９
人
）、
４
位
は

セ
ア
ラ
ー
州
の
１
８
６
人

（
３
２
５
２
人
）、
５
位
は
ア

マ
ゾ
ナ
ス
州
の
１
８
２
人

（
２
０
４
４
人
）
だ
。 

　

聖
州
は
感
染
者
、
死
者
と

も
に
国
内
最
多
だ
が
、
そ
れ

で
も
ま
だ
、
結
果
待
ち
の

検
査
が
７
千
件
あ
る
。
州

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
１
９
日
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
で
行
わ
れ
た
、
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
や

新
た
な
軍
政
令
第
５
条
（
Ａ
Ｉ
５
）
施
行
を
支
持
し
た
デ
モ
に
自
ら
参
加
し
、
多
く

の
国
民
を
驚
か
せ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
反
隔
離
政
策
デ
モ
は
思
わ
ぬ

方
向
に
発
展
し
、
各
界
か
ら
強
い
批
判
の
声
が
高
ま
っ
て
い
る
。
２
０
日
付
伯
字
紙
な

ど
が
報
じ
て
い
る
。

　

１
９
日
に
参
加
し
た
デ
モ

が
、
多
く
の
国
民
が
忌
み
嫌

う
、
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
や
新

た
な
Ａ
Ｉ
５
施
行
を
訴
え
る

も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
強
い
批
判
を
浴

び
て
い
る
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統

領
だ
が
、
そ
の
言
動
が
不
安

定
な
と
こ
ろ
は
気
に
な
る
と

　

ま
た
、
１
９
日
に
は
全
国

規
模
で
、
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー

や
新
た
な
軍
政
令
第
５
条

（
Ａ
Ｉ
５
）
を
支
持
す
る
デ

モ
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
伏
線

に
は
、
マ
ン
デ
ッ
タ
保
健
相

解
任
後
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
が

ア
ル
コ
ル
ン
ブ
レ
、
マ
イ
ア

の
上
、
下
院
議
長
と
激
し
く

対
立
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。 

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
陸
軍
本

部
前
に
集
ま
っ
た
デ
モ
の

参
加
者
に
対
し
、「
政
党
同

士
の
談
合
の
時
代
は
終
わ
っ

た
。
こ
れ
か
ら
は
国
民
に
主

権
が
あ
る
。
交
渉
な
ど
ご
め

ん
だ
」
と
、
独
裁
者
的
な
物

言
い
も
行
っ
た
。
デ
モ
参
加

者
た
ち
は
、「
辞
め
ろ
、
マ

イ
ア
」「
Ａ
Ｉ
５
」「
議
会
閉

鎖
」「
最
高
裁
閉
鎖
」
な
ど

と
も
叫
ん
だ
。 

　

大
統
領
の
言
動
に
は
強
い

週
末
に
は
各
地
で
反
隔
離
デ
モ

内
６
４
５
市
中
、
感
染
者

が
１
人
以
上
確
認
さ
れ
て

い
る
市
は
２
２
８
、
死
者

が
１
人
以
上
出
て
い
る
市

は
９
３
あ
る
。
州
保
健
局

に
よ
る
と
、
１
９
日
現
在
の

呼
吸
器
系
疾
患
で
の
入
院

人
だ
が
、
そ
れ
以
外
に
も

１
１
９
２
人
が
、
コ
ロ
ナ
感

染
症
が
死
因
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
疑
わ
れ
て
い
る
。 

　

聖
州
で
は
、
１
５
５
７
人

の
医
療
従
事
者
が
、
コ
ロ
ナ

感
染
確
認
、
ま
た
は
感
染

感
染
者
の
増
加
ペ
ー
ス
に
受

け
入
れ
態
勢
（
医
療
キ
ャ
パ

シ
テ
ィ
）
が
追
い
つ
か
な
く

な
っ
て
い
る
。 

　

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
マ
ナ
ウ
ス

市
で
は
、
本
来
は
コ
ロ
ナ
患

者
に
対
応
す
る
場
所
で
は
な

い
保
健
所
（
Ｕ
Ｂ
Ｓ
）
に
も

コ
ロ
ナ
重
症
患
者
が
運
ば
れ

て
い
る
。
１
６
日
に
は
セ
ア

ラ
ー
州
で
集
中
治
療
室
（
Ｉ

Ｃ
Ｕ
、
ポ
語
で
は
Ｕ
Ｔ
Ｉ
）

の
空
き
病
床
が
ゼ
ロ
に
な
っ

　
【
既
報
関
連
】
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

は
止
ま
ら
ず
、
２
０
日
午

後
５
時
の
保
健
省
の
発
表

で
は
、
国
内
の
感
染
者
が

４
万
０
５
８
１
人
、
死
者
が

２
８
４
５
人
と
な
っ
た
。
ま

た
、
感
染
者
数
、
死
者
数
と

も
に
国
内
最
多
の
聖
州
で

は
、
１
９
日
に
死
者
数
が

１
千
人
を
超
え
た
と
、
２
０

日
付
伯
字
各
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ

ト
が
報
じ
た
。 

　

聖
州
以
外
に
も
、リ
オ
州
、

セ
ア
ラ
ー
州
、
ア
マ
ゾ
ナ
ス

州
、ペ
ル
ナ
ン
ブ
ッ
コ
州
で
、

各
州
で
医
療
収
容
能
力
の
限
界
に

Ｇ
２
０
保
健
相
会
議
に
参
加

聖
州
の
死
者
は
１
千
人
を
超
え
る

の
疑
い
で
医
療
現
場
か
ら
離

れ
て
い
る
。
人
手
不
足
解

消
の
た
め
、
聖
州
政
府
は

１
１
８
５
人
を
緊
急
募
集
中

だ
。 

　

聖
市
に
は
重
点
的
に
コ
ロ

ナ
患
者
を
受
け
入
れ
て
い
る

病
院
が
複
数
あ
る
が
、
そ

れ
ら
の
病
院
の
１
７
日
現
在

の
Ｉ
Ｃ
Ｕ
占
有
率
は
平
均
で

７
８
％
。
同
市
西
部
の
エ
ミ

リ
オ
・
リ
バ
ス
病
院
の
Ｉ
Ｃ

Ｕ
占
有
率
は
既
に
１
０
０
％

に
達
し
、
コ
ロ
ナ
患
者
は
お

ろ
か
、
他
の
重
い
病
気
に

罹
っ
た
り
、
事
故
で
重
傷
を

負
っ
た
り
し
た
人
も
受
け
入

れ
ら
れ
な
い
。 

　

感
染
拡
大
が
続
く
中
、
聖

州
政
府
は
病
床
確
保
に
努
め

て
い
る
が
、
い
つ
病
床
が
な

く
な
る
か
、
医
療
従
事
者
が

い
つ
不
足
す
る
か
は
、
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。 

伯国各地で臨時病院が建設されている
（参考画像・Andrea Rego Barros/PCR）

ボウソナロ大統領（右）とタイシ新保健相
（Marcello Casal/Agencia Brasil）

最
高
裁
や
知
事
、軍
隊
も
猛
反
発

新 保 健 相

反
発
も
起
こ
っ
た
。
最
高
裁

で
は
ル
イ
ス
・
ロ
ベ
ル
ト
・

バ
ロ
ー
ゾ
、
ジ
ウ
マ
ー
ル
・

メ
ン
デ
ス
、
マ
ル
コ
・
ア
ウ

レ
ー
リ
オ
・
メ
ロ
判
事
が
批

判
を
行
っ
た
。
政
界
で
は

ル
ー
ラ
元
大
統
領
が
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
氏
の
解
任
を
求
め
た
ほ

か
、
カ
ル
ド
ー
ゾ
元
大
統
領

や
、
１
８
年
大
統
領
選
候
補

の
シ
ロ
・
ゴ
メ
ス
氏
ら
が
批

判
。
マ
イ
ア
氏
も
民
主
主
義

を
擁
護
し
、「
伯
国
で
は
コ

ロ
ナ
と
共
に
独
裁
主
義
的
な

ウ
イ
ル
ス
が
は
び
こ
っ
て
い

る
よ
う
だ
」
と
し
、
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
氏
を
批
判
し
た
。 

　

ま
た
、
２
０
州
の
知
事
た

ち
が
連
名
で
、
上
院
と
下
院

に
連
帯
を
示
す
意
向
を
発
表

し
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
の
行
動

に
反
対
の
意
を
示
し
た
。 

　

さ
ら
に
、
通
常
は
ボ
ウ
ソ

こ
ろ
。
１
９
日
は
参
加
者
の

前
で
演
説
中
、
数
回
咳
き
込

ん
で
話
せ
な
く
な
っ
た
上
、

肘
の
内
側
で
は
な
く
、
手
で

口
を
覆
う
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍

に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
例
を
い

く
つ
も
示
し
て
し
ま
っ
た
。

ま
た
、
２
０
日
に
行
っ
た
報

道
陣
で
の
取
材
で
は
「
民
主

主
義
や
自
由
こ
そ
が
全
て
の

上
に
来
る
」
と
発
言
し
な
が

ら
も
、
同
時
に
「
私
こ
そ
が

憲
法
だ
」
と
、
独
裁
者
の
よ

う
な
発
言
も
。
行
動
を
起
こ

す
前
に
今
一
度
、
冷
静
に
、

自
分
の
頭
の
中
を
整
理
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
。 

　
　
　
　
　

◎ 

　

１
９
日
の
デ
モ
で
は
、
参

加
者
の
態
度
も
問
題
視
さ
れ

た
が
、
そ
の
中
で
最
も
話
題

を
呼
ん
だ
の
は
、
南
大
河
州

ポ
ル
ト
・
ア
レ
グ
レ
で
、
お

揃
い
で
赤
い
服
を
着
て
前
を

歩
い
て
い
た
夫
婦
に
参
加
者

が
襲
い
か
か
っ
た
こ
と
だ
。

男
は
ま
ず
女
性
を
後
ろ
か
ら

蹴
り
、
そ
れ
に
怒
っ
て
反
応

し
た
彼
女
の
夫
を
殴
り
倒
し

た
。
こ
の
件
は
こ
の
日
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
上
で
大
き
な
話
題
と
な

り
、
加
害
者
の
男
性
も
身
元

が
割
れ
た
。
た
だ
で
さ
え
共

感
さ
れ
て
い
な
い
デ
モ
で
、

い
わ
れ
な
き
暴
力
が
振
る
わ

れ
れ
ば
、
さ
ら
に
イ
メ
ー
ジ

が
下
が
る
の
だ
が
。 

　
　
　
　
　

◎ 

　

今
回
の
デ
モ
で
は
、
全
国

で
警
察
に
よ
っ
て
逮
捕
さ
れ

る
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

ま
た
、
逮
捕
の
際
に
「
お
父

さ
ん
！
」
な
ど
と
叫
ん
で
助

け
を
求
め
る
人
の
姿
が
Ｓ
Ｎ

Ｓ
上
の
動
画
に
上
が
り
、
話

題
に
も
な
っ
て
い
た
。
過
激

な
主
張
を
し
て
い
る
割
に
は

随
分
と
情
け
な
い
逮
捕
劇
だ

が
、
こ
れ
ら
の
参
加
者
た
ち

は
、
自
分
の
主
張
の
過
激
さ

を
理
解
し
て
参
加
し
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
。 

　

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
、

Ｉ
Ｐ
Ｃ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
社

（
以
下
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
）
の
調
べ

に
よ
る
と
、
世
帯
収
入
の
平

均
が
月
額
３
０
８
５
・
４
８

レ
ア
ル
の
Ｃ
１
層
が
、
コ
ロ

ナ
シ
ョ
ッ
ク
の
経
済
的
影
響

を
最
も
強
く
受
け
る
事
が
分

か
っ
た
。
２
０
日
付
Ｇ
１
サ

イ
ト
が
報
じ
た
。 

　

Ｃ
１
層
は
約
１
３
１
０
万

世
帯
い
る
が
、
今
年
は
こ
の

層
の
購
買
力
が
１
０
５
０
億

レ
ア
ル
、
率
に
し
て
１
１
％

下
が
る
と
い
う
。
購
買
力
低

下
率
が
最
も
大
き
い
の
が
Ｃ

１
層
だ
。 

　

Ｉ
Ｐ
Ｃ
は
１
３
日
に
発
表

さ
れ
た
経
済
予
測
集
フ
ォ
ー

カ
ス
に
よ
る
「
２
０
年
の
国

内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
成
長

率
マ
イ
ナ
ス
１
・
９
６
％
、
イ

ン
フ
レ
率
２
・５
％
」
を
前
提

に
、
社
会
階
層
別
の
消
費
パ

タ
ー
ン
を
予
測
し
た
。 

　

し
か
し
、
国
際
通
貨
基

金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
は
今
年
の
伯

国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
を
マ
イ

ナ
ス
５
・
３
％
と
予
測
し
て
い

る
。
こ
こ
か
ら
Ｃ
１
層
の
消

費
減
少
額
を
算
定
す
る
と
、

１
３
１
０
億
レ
ア
ル
減
、
低

下
率
は
１
４
％
と
な
る
。 

　

Ｃ
１
層
は
労
働
し
て
受
け

取
る
給
与
だ
け
が
収
入
源
と

い
う
家
庭
が
多
く
、
社
会
保

障
を
受
け
取
る
ほ
ど
貧
し
く

な
い
た
め
、
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク

に
お
け
る
労
働
市
場
低
迷
の

影
響
を
、
他
の
ク
ラ
ス
よ
り

も
直
接
的
に
受
け
る
。 

　

Ｉ
Ｐ
Ｃ
の
調
査
で
は
、
購

買
力
低
下
率
２
位
は
、
平
均

月
収
が
２
万
５
５
５
４
・
３

３
レ
ア
ル
の
Ａ
ク
ラ
ス
で
、

購
買
力
は
７
％
落
ち
る
見
込

み
だ
。 

　

唯
一
購
買
力
が
高
ま
る
と

さ
れ
て
い
る
の
は
、
平
均
月

収
が
５
６
４
１
・
６
４
レ
ア

ル
の
Ｂ
２
ク
ラ
ス
で
、
こ
の

ク
ラ
ス
の
購
買
力
は
９
％
高

ま
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
Ｂ
１
ク
ラ
ス
か
ら

転
落
し
て
た
人
の
多
く
が
、

高
給
を
得
て
い
た
時
の
消
費

傾
向
を
あ
ま
り
変
え
ず
、「
Ｂ

２
ク
ラ
ス
の
割
り
に
は
多
く

消
費
す
る
」
と
い
う
現
象
が

起
き
る
か
ら
だ
。 

　

な
お
、
２
０
日
朝
、
発
表

さ
れ
た
最
新
版
フ
ォ
ー
カ
ス

で
は
、
今
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長

率
は
マ
イ
ナ
ス
２
・
９
６
％
に

下
方
修
正
さ
れ
た
。 

　
【
既
報
関
連
】
ネ
ウ
ソ
ン
・

タ
イ
シ
新
保
健
相
が
１
９

日
、
Ｇ
２
０
保
健
相
会
議
に

参
加
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
流
行

に
対
峙
す
る
た
め
に
世
界
保

健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
果
た

し
て
い
る
役
割
と
そ
の
重
要

性
を
認
め
た
が
、
伯
国
の
社

会
的
隔
離
策
へ
の
明
言
を
避

け
た
と
１
９
、２
０
日
付
伯

字
紙
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。 

　

社
会
的
隔
離
は
限
定
的
に

し
、
経
済
活
動
再
開
を
と
訴

え
て
い
る
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統

領
が
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
勧
め
る
社

会
的
隔
離
を
積
極
的
に
擁
護

し
て
い
た
エ
ン
リ
ケ
・
マ
ン

デ
ッ
タ
前
保
健
相
を
解
任
し

た
直
後
だ
け
に
、
新
保
健
相

が
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
立
場
や
方
針
を

支
持
す
る
か
否
か
は
、
世
界

中
が
注
目
し
て
い
た
。 

　

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
ど
の
国

に
と
っ
て
も
大
い
な
る
脅
威

で
あ
り
、
伯
国
も
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の

役
割
と
重
要
性
を
認
め
て
い

る
事
や
、
他
国
と
共
に
解
決

法
を
見
出
す
た
め
に
働
く
と

タ
イ
シ
氏
が
明
言
し
た
事
は
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
や
Ｇ
２
０
の
保
健
相

達
を
安
心
さ
せ
た
。 

　

タ
イ
シ
氏
は
会
議
後
の
声

明
で
、
積
極
的
に
検
査
を
行

い
、
実
態
を
明
確
に
す
る
必

要
が
あ
る
事
や
、
予
防
接
種

ワ
ク
チ
ン
の
開
発
や
、（
特

定
医
薬
品
の
適
用
も
含
む
）

有
効
な
治
療
法
の
確
立
ま
で

は
、
感
染
拡
大
抑
制
の
た
め

の
方
策
が
必
要
で
あ
る
事
を

認
め
た
。
ま
た
、
州
や
地
域

の
特
性
や
特
殊
性
を
尊
重
す

る
事
も
明
言
し
た
。 

　

た
だ
、
会
議
に
出
席
し
た

他
国
保
健
相
や
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
テ

ド
ロ
ス
・
ア
ダ
ノ
ム
・
ゲ
ブ

レ
イ
ェ
ス
ス
事
務
局
長
ら
に
、

「
外
出
自
粛
緩
和
は
そ
の
国

で
の
流
行
が
終
息
し
た
事
を

意
味
し
な
い
。
新
段
階
に
入
っ

た
と
い
う
事
だ
」
と
曖
昧
な

ニ
ュ
ア
ン
ス
の
発
言
を
し
た
。 

　

マ
ン
デ
ッ
タ
氏
は
、
保
健

省
の
方
針
と
大
統
領
の
言
動

が
一
致
せ
ず
、
国
と
し
て
の

方
針
が
明
示
出
来
な
い
と
苦

言
を
呈
し
、
軍
人
閣
僚
か
ら

も
不
評
を
買
っ
た
。
だ
が
、

国
の
方
針
が
明
示
さ
れ
て
い

な
い
事
が
流
行
終
息
を
遅
れ

さ
せ
、
社
会
的
隔
離
を
長
引

か
せ
る
事
、
医
療
崩
壊
や
経

済
危
機
を
よ
り
深
刻
化
さ
せ

る
事
は
歴
史
的
な
事
実
だ
。 

　

米
国
で
は
１
９
１
９
〜

２
０
年
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
流

行
時
、
外
出
自
粛
を
い
ち
早

く
採
用
し
た
市
は
流
行
終
息

も
早
く
、
経
済
の
落
ち
込
み

も
小
さ
く
て
済
ん
だ
が
、
外

出
自
粛
を
疎
か
に
し
た
市
は

死
者
数
も
急
増
、
経
済
活
動

の
回
復
も
遅
れ
た
。 

　

伯
国
で
も
、
外
出
自
粛
策

採
用
が
遅
れ
た
セ
ア
ラ
ー
州

は
、
感
染
者
数
急
増
を
見
、

国
内
で
最
初
に
集
中
治
療
室

が
な
く
な
る
と
い
う
事
態
に

陥
っ
た
。
北
東
部
で
は
、
同

州
州
都
フ
ォ
ル
タ
レ
ー
ザ
や

ペ
ル
ナ
ン
ブ
コ
州
州
都
レ
シ

フ
ェ
で
感
染
者
が
出
て
い
た

の
に
、
住
民
達
が
他
州
や
他

市
に
自
由
に
旅
行
し
、
感
染

さ
ら
に
、
雇
用
確
保
を
約
束

し
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
１
千
万

レ
ア
ル
を
寄
付
す
る
な
ど
、

ル
イ
ー
ザ
・
ト
ラ
ジ
ャ
ー
ノ

社
長
の
言
動
が
人
気
を
呼
ん

だ
。 

　

２
位
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
の

出
前
サ
ー
ビ
ス
・
ア
プ
リ
の

ｉ
フ
ー
ド
、
３
位
は
飲
料

会
社
の
ア
ン
ベ
ヴ
、
４
位
は

化
粧
品
メ
ー
カ
ー
の
ボ
チ
カ

リ
オ
、
５
位
は
ネ
ッ
ト
販
売

の
メ
ル
カ
ー
ド
・
リ
ー
ヴ
リ

だ
っ
た
。 

　

ア
ン
ベ
ヴ
と
ボ
チ
カ
リ
オ

は
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
の
製

造
で
、
ｉ
フ
ー
ド
と
メ
ル

カ
ー
ド
・
リ
ー
ヴ
リ
は
、
商

店
が
開
か
な
い
状
況
下
で
の

宅
配
サ
ー
ビ
ス
で
人
々
の
生

活
に
貢
献
し
て
い
た
の
が
評

価
さ
れ
た
よ
う
だ
。 

平
均
月
収
３
千
レ
の
世
帯
直
撃

Ｇ
Ｄ
Ｐ
予
測
は
マ
イ
ナ
ス
３
％
に

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
重
要
性
認
め
た
が

新型コロナ

感
染
者
４
万
５
８
１
、死
者
２
８
４
５

コロナショック

Ｍ
ル
イ
ー
ザ
が
圧
倒
的
人
気

隔
離
政
策
の
積
極
協
力
支
持
さ
れ

企業の消費者好感度

１９日のボウソナロ大統領
（twitter）

　

１
６
日
に
新
保
健
相
に
指

名
さ
れ
た
ネ
ウ
ソ
ン
・
タ
イ

シ
氏
は
、「
社
会
的
隔
離
策

を
急
に
変
え
る
よ
う
な
こ
と

は
し
な
い
」
と
、
国
民
の
６

４
％
が
反
対
し
た
マ
ン
デ
ッ

タ
前
保
健
相
解
任
へ
の
反
発

を
和
ら
げ
る
よ
う
な
発
言
を

行
い
、
大
統
領
も
そ
れ
に
理

解
を
示
す
よ
う
な
態
度
を
見

せ
て
い
た
。
だ
が
、
週
末
の

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
の
行
動
は
そ

れ
と
は
正
反
対
だ
っ
た
。 

　

１
８
日
、
大
統
領
は
官
邸

前
に
集
ま
っ
た
反
隔
離
を
求

め
る
集
団
の
前
に
立
ち
、
商

業
活
動
再
開
な
ど
を
擁
護
。

さ
ら
に
、
国
内
感
染
者
が

３
万
人
台
、
死
者
が
２
千
人

台
に
乗
り
、
医
療
崩
壊
さ
え

起
こ
り
は
じ
め
て
い
る
の

に
、「（
最
終
的
に
は
）
国
民

の
７
０
％
が
コ
ロ
ナ
に
感
染

す
る
は
ず
」と
も
発
言
し
た
。 

　

こ
の
日
は
聖
市
な
ど
で

も
、
大
統
領
支
持
者
た
ち
に

よ
る
、
州
知
事
た
ち
の
行
う

隔
離
政
策
に
反
対
す
る
車
両

デ
モ
（
カ
レ
ア
ッ
タ
）
が
行

わ
れ
た
。
聖
市
で
行
わ
れ
た

も
の
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
者
を

受
け
付
け
る
病
院
の
前
の
通

り
を
塞
い
だ
こ
と
で
も
問
題

視
さ
れ
た
。
同
日
発
表
の

ダ
ッ
タ
フ
ォ
ー
リ
ャ
の
世
論

調
査
で
は
、
国
民
の
７
９
％

が
「
隔
離
政
策
に
従
わ
な
い

人
に
は
罰
則
を
適
用
す
る
べ

き
」
と
答
え
て
い
る
。 

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
に
伴
う
隔
離
政
策
開
始
後

に
行
わ
れ
た
企
業
の
好
感
度

調
査
で
、
ス
ー
パ
ー
の
マ
ガ

ジ
ン
・
ル
イ
ー
ザ
な
ど
、
同

政
策
に
積
極
的
に
協
力
し
た

企
業
の
好
感
度
が
上
が
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

２
０
日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙
サ

イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。 

　

Ｈ
Ｓ
Ｒ
と
い
う
団
体
が

行
っ
た
最
新
調
査
に
よ
る

と
、
マ
ガ
ジ
ン
・
ル
イ
ー
ザ

が
２
位
に
大
差
を
つ
け
て
好

感
度
企
業
の
ト
ッ
プ
に
入
っ

た
と
い
う
。 

　

同
店
は
３
月
２
０
日
に

ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ
ア
聖
州
知

事
が
非
常
事
態
宣
言
を
出
し

た
直
後
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
販

売
の
送
料
を
無
料
に
す
る
と

発
表
し
、
話
題
を
呼
ん
だ
。

ナ
ロ
氏
に
好
意
的
な
印
象
の

あ
っ
た
政
治
団
体
の
「
ヴ
ェ

ム
・
プ
ラ
・
ル
ア
」
も
１
９

日
の
デ
モ
に
反
対
の
声
明
を

発
表
。
予
て
か
ら
隔
離
賛
成

の
陸
軍
も
、「
コ
ロ
ナ
対
策

に
集
中
す
べ
き
」
と
の
姿
勢

を
示
し
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
の

行
動
に
不
快
感
を
示
し
た
。 

軍政支持のデモに参加ボウソナロ

（１） ２０２０年第５４７２号  ４月 ２１日 （火曜日）

患
者
は
５
６
２
４

人
で
、
３
２
７
９

人
が
人
工
呼
吸
器

不
要
の
一
般
病
室
、

２
３
４
５
人
は
Ｉ

Ｃ
Ｕ
に
入
院
し
て

い
る
。
だ
が
、
コ
ロ

ナ
感
染
が
確
認
さ

れ
た
患
者
は
半
数

以
下
で
、
過
半
数
は

検
査
の
結
果
待
ち

だ
。 

　

同
州
内
で
も
死

者
最
多
の
聖
市
の

場
合
、
コ
ロ
ナ
で
死

亡
と
確
認
さ
れ
て

い
る
死
者
は
１
７

日
現
在
で
７
４
３

を
拡
大
さ
せ
た
。
１
９
日
現

在
、
セ
ア
ラ
ー
州
は
感
染
者

数
３
位
、
死
者
数
４
位
、
ペ

ル
ナ
ン
ブ
コ
州
は
感
染
者
数

４
位
、
死
者
数
３
位
だ
。 

　

日
本
の
専
門
家
は
、
隔
離

率
８
０
％
な
ら
１
カ
月
で
感

染
者
数
が
減
り
始
め
る
が
、

７
０
％
な
ら
２
カ
月
か
か
る

な
ど
と
明
言
し
て
い
る
が
、

伯
国
で
は
医
療
崩
壊
が
起
き

始
め
て
い
る
の
に
、
隔
離
策

が
緩
み
始
め
て
い
る
。 

□緊急時の連絡先□
●サンパウロ日伯援護協会「本部事務局」

　TEL: (11) 3274-6483
朝８時から午後５時まで。日本語対応可。相談内容に応じて、福祉士などに回す。

●サンタクルス病院
「新型コロナウイルス感染症の緊急外来受診のためのコールセンター」

　TEL: (11) 97572-4602　日本語対応、24時間。

⇒在ブラジル大使館（連邦区、ゴイアス州、トカンチンス州）
　代表電話 (61) 3442-4200／ 夜間連絡先 : ブラジル国内から（地域番号なし）4003-2142
　サイト :  https://www.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html

⇒在サンパウロ総領事館（サンパウロ州、マト・グロッソ州、マト・グロッソ・ド・スール州、三角ミナス地域）
　代表電話 (11) 3254-0100       　サイト : https://www.sp.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html
⇒在クリチバ総領事館（パラナ州、サンタ・カタリーナ州）
　代表電話 (41) 3322-4919　　サイト : https://www.curitiba.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html
⇒在ベレン領事事務所（パラ州、マラニョン州、アマパ州、ピアウイ州）
　代表電話 (91) 3249-3344　　サイト : https://www.belem.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html

⇒在リオデジャネイロ総領事館（リオデジャネイロ州、エスピリト・サント州、ミナス・ジェライス州）
　代表電話 : (41) 3322-4919／ 受付時間外及び休館日 : ブラジル国内から (0) 21-3461-9595
　サイト : https://www.rio.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html
⇒在ポルトアレグレ領事事務所（リオ・グランデ・ド・スール州）
　代表電話 : (51) 3334-1299　　サイト : https://www.curitiba.br.emb-japan.go.jp/itpr_ja/00_000040.html
⇒在マナウス総領事館（アマゾナス州、ロンドニア州、ロライマ州、アクレ州）
　代表電話 : (92) 3232-2000　　サイト : https://www.manaus.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html
⇒在レシフェ総領事館（セアラー州、リオ・グランデ・ド・ノルテ州、セルジッペ州、ペルナンブコ州、アラゴアス州、バイア州、パライバ州）
　代表電話 : (81) 3049-8300　　サイト : https://www.recife.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html

●万が一、医療機関等に隔離され、日本政府の援護が必要な場合の在外公館の連絡先リスト



　
「
駐

ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

の
方か

た

は
、
意い

外が
い

に
も
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

や
在ざ

い

外が
い

公こ
う

館か
ん

と
の
連れ

ん

携け
い

が
少す

く

な
い
状

じ
ょ
う

態た
い

。
例た

と

え
ば
、
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

が
発は

っ

信し
ん

し

て
い
る
邦ほ

う

人じ
ん

被ひ

害が
い

情じ
ょ
う

報ほ
う

に
つ
い
て
も
、
発は

っ

信し
ん

さ
れ
て
い
る
の
は
氷

ひ
ょ
う

山ざ
ん

の
一い

っ

角か
く

で
、
実じ

っ

際さ
い

に
被ひ

害が
い

に
あ
っ
た
方か

た

で
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

に
報ほ

う

告こ
く

し
て
い
な
い
人ひ

と

は
多た

た々

い
る
だ
ろ
う
」
―
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

商し
ょ
う

工こ
う

会か
い

議ぎ

所し
ょ

の
平ひ

ら

田た

藤ふ
じ

義よ
し

事じ

務む

局き
ょ
く

長ち
ょ
うに

電で
ん

話わ

取し
ゅ

材ざ
い

を

し
た
際さ

い

、そ
ん
な
予よ

測そ
く

を
の
べ
た
。
同ど

う

会か
い

議ぎ

所し
ょ

は
前ぜ

ん

回か
い

の「
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関か

ん

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

ち
ょ
う

査さ

」
に
続つ

づ

き
、

３
月が

つ

３
１
日に

ち

に
第だ

い

２
弾だ

ん

を
発は

っ

表ぴ
ょ
うし

た
。

在ざ
い

伯ぱ
く

邦ほ
う

人じ
ん

が
一い

ち

丸が
ん

と
な
っ
て

守ま
も

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
語か

た
っ
た
。

　

今こ
ん

回か
い

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

日に
っ

系け
い

進し
ん

出し
ゅ
つ

企き

業ぎ
ょ
う

駐ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

の

現げ
ん

状じ
ょ
うが

可か

視し

化か

さ
れ
た
。
ア

ン
ケ
ー
ト
対た

い

象し
ょ
うは

、
主お

も

に

同ど
う

会か
い

議ぎ

所し
ょ

会か
い

員い
ん

の
進し

ん

出し
ゅ
つ

企き

業ぎ
ょ
う２

１
１
社し

ゃ

、
そ
の
う
ち

１
０
９
社し

ゃ

が
回か

い

答と
う

。
回か

い

答と
う

企き

業ぎ
ょ
うの

約や
く

９
５
％
（
１
０
４

社し
ゃ

）
に
駐

ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

が
勤き

ん

務む

し
て

お
り
、
家か

族ぞ
く

帯た
い

同ど
う

者し
ゃ

は
約や

く

７
０
％（
７
６
社し

ゃ

）で
あ
っ
た
。

　

だ
が
一い

っ

方ぽ
う

で
、
今こ

ん

回か
い

の
コ
ロ

ナ
感か

ん

染せ
ん

拡か
く

大だ
い

防ぼ
う

止し

に
合あ

わ
せ

駐ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

お
よ
び
そ
の
家か

族ぞ
く

の

一い
ち

時じ

帰き

国こ
く

を
実じ

っ

施し

し
て
い
る

企き

業ぎ
ょ
うは

、
わ
ず
か
約や

く

１
７
％

（
１
８
社し

ゃ

）。
調

ち
ょ
う

査さ

時じ

点て
ん

で
駐ち

ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

お
よ
び
家か

族ぞ
く

の
一い

ち

時じ

帰き

国こ
く

を
考か

ん
が

え
て
い
な
い
企き

業
ぎ
ょ
う

は
約や

く

３
８
％
（
４
１
社し

ゃ

）
と

な
っ
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
詳

し
ょ
う

細さ
い

は
、

以い

下か

ま
で
。jp

.cam
a 

会か
い

議ぎ

所し
ょ

ア
ン
ケ
ー
ト
結け

っ

果か

第だ
い

２
弾だ

ん

「
一い

ち

丸が
ん

と
な
っ
て
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

を
守ま

も

ろ
う
！
」

新し
ん

 が
た型
コ
ロ
ナ
の
た
め
、
市し

 ち
ょ
う長
が
発は

っ

表ぴ
ょ
う

第だ
い

６
１
回か

い

バ
ス
ト
ス
卵た

ま
ご

祭ま
つ

り
中ち

ゅ
う

 し止

７割
わり

が在
ざい

外
がい

公
こう

館
かん

と連
れん

携
けい

なし

オ
ン
ラ
イ
ン
で
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

発は
っ

信し
ん

侘わ

び
寂さ

び
か
ら
箸は

し

の
使つ

か

い
方か

た

ま
で

ＪＨ

（１４）

　

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
い
く
つ
か

あ
っ
た
。
ど
う
や
っ
て
、競
技
場
ま
で
行
く
の
か
？

　

便
乗
さ
せ
て
も
ら
う
に
し
て
も
、
自
由
市
場
の

仲
間
は
ト
ラ
ッ
ク
し
か
も
っ
て
い
な
い
。
知
人
や

友
だ
ち
で
自
動
車
を
も
っ
て
い
る
人
が
い
な
い
の

だ
。
競
技
場
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
、
ト
ラ
ッ
ク
で

い
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

陸
軍
将
校
、
た
と
え
予
備
役
将
校
で
も
、
卒
業

式
に
は
軍
人
シ
ン
ボ
ル
の
剣
が
マ
ド
リ
ー
ニ
ァ（
代

母
）
か
ら
卒
業
生
に
渡
さ
れ
る
と
い
う
伝
統
が
ひ

き
継
が
れ
て
い
る
。
代
母
を
だ
れ
に
引
き
受
け
て

も
ら
う
か
？

　

剣
が
買
え
る
ぐ
ら
い
の
裕
福
な
人
が
い
い
。
自

分
た
ち
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
貧
乏
な
友
だ
ち
に
頼
め

ば
、
剣
を
買
っ
て
も
ら
う
わ
け
に
は
い
か
ず
、
結

局
、保
久
原
家
に
負
担
が
か
か
り
す
ぎ
る
。そ
の
上
、

舞
踏
会
に
は
い
っ
し
ょ
に
踊
っ
て
も
ら
う
代
母
が

い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。だ
れ
が
い
い
の
だ
ろ
う
？

　

正
輝
と
マ
サ
ユ
キ
の
頭
に
い
い
ア
イ
デ
ア
が
浮

か
ん
だ
。
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・
デ
・
カ
ン
ポ
ス

街
に
あ
る
宝
石
店
の
岡
田
さ
ん
は
、
や
も
め
だ
が

４
つ
ド
ア
の
ダ
ッ
ジ
・
コ
ロ
ネ
ッ
ト
の
乗
用
車
を

も
っ
て
い
る
。
娘
さ
ん
を
パ
ー
テ
ィ
ー
に
さ
そ
っ

て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
？　

　

も
し
、
承
諾
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
岡
田
氏
は
彼

女
を
パ
カ
エ
ン
ブ
ま
で
車
で
連
れ
て
行
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
車
の
後
ろ
の
席
に
三
人
乗
れ
る
。

マ
サ
ユ
キ
と
両
親
、
も
し
か
し
た
ら
、
ジ
ュ
ン
ジ

も
連
れ
て
行
け
る
か
も
し
れ
な
い
。
結
局
、
岡
田

氏
は
招
待
を
受
け
て
く
れ
た
。

　

卒
業
式
の
代
母
に
は
マ
サ
ユ
キ
の
洗
礼
親
、ヴ
ァ

ン
べ
ル
ト
・
ヂ
ー
ア
ス
・
ダ
・
コ
ス
タ
医
師
の
娘

ソ
ラ
ン
ジ
ェ
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
コ
ス
タ
医
師
は

２
０
年
前
、
房
子
の
不
妊
を
解
決
し
、
初
め
て
子

ど
も
を
も
う
け
さ
せ
て
く
れ
た
医
師
だ
。
サ
ン
パ

ウ
ロ
に
引
越
し
、
悠
々
自
適
な
生
活
を
し
て
い
る
。

彼
に
と
っ
て
剣
の
価
格
な
ど
問
題
で
は
な
い
は
ず

だ
。
娘
が
若
い
陸
軍
の
予
備
将
校
の
代
母
を
務
め

る
。
そ
れ
は
剣
を
贈
る
に
価
す
る
ほ
ど
、
名
誉
あ

る
こ
と
な
の
だ
。
ソ
ラ
ン
ジ
ェ
は
即
座
に
招
待
を

受
け
入
れ
、
剣
の
費
用
も
負
担
し
て
く
れ
た
。

　

正
輝
夫
婦
は
卒
業
式
の
日
を
指
お
り
か
ぞ
え
て

待
っ
た
。
こ
れ
ま
で
出
席
し
た
ど
ん
な
式
よ
り
素

晴
ら
し
い
に
違
い
な
い
。
日
本
人
と
い
っ
し
ょ
に

参
加
し
た
数
々
の
行
事
を
思
い
返
し
た
が
、
Ｃ
Ｐ

Ｏ
Ｒ
の
卒
業
式
に
つ
い
て
は
想
像
の
限
界
を
超
え

て
い
た
。
パ
カ
エ
ン
ブ
と
は
一
体
ど
ん
な
と
こ
ろ

な
の
か
？ 

自
分
た
ち
が
座
っ
て
い
る
場
所
か
ら
息

子
が
剣
を
も
ら
う
姿
が
見
え
る
の
だ
ろ
う
か
？

　

７
月
が
過
ぎ
る
と
、
二
人
に
は
時
が
過
ぎ
る
の

が
遅
す
ぎ
た
り
、
反
対
に
早
す
ぎ
た
り
し
た
。
卒

業
式
が
す
ぐ
そ
ば
ま
で
せ
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
た
り
、
あ
る
い
は
ま
だ
ま
だ
遠
い
先
の
の
よ
う

に
感
じ
ら
れ
る
の
だ
。

(245)

鈴す
ず

木き

正ま
さ

威た
け

さ
ん

サ
ン
パ
ウ
ロ
人じ
ん

文も
ん

研け
ん

元も
と

顧こ

問も
ん

（２）２０２０年 第５４７２号	 ４月	２１日	（火曜日）

　

聖
せ
い
 
し
ゅ
う

州
バ
ス
ト
ス
市し

の
マ
ヌ

エ
ル
・
ロ
ー
ザ
市し

 
ち
ょ
う長

は
７
月が

つ

１
６
日に

ち

か
ら
１
９
日に

ち

の
４
日か

間か
ん

か
け
て
開か

い
 
さ
い催

を
予よ

 
て
い定

し
て

い
た
「
第だ

い

６
１
回か

い

バ
ス
ト
ス

卵た
ま
ご

祭ま
つ

り
」
を
、
新し

ん
 
が
た型

コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感か

ん
 
せ
ん染

拡か
く
 
だ
い大

の

影え
い
 
き
ょ
う

響
に
よ
り
中ち

ゅ
う
 
し止

す
る
こ
と

１９３０年
ねん

代
だい

のバタタ販
はん

売
ばい

風
ふう

景
けい

。（『コチア産
さん

業
ぎょう

組
くみ

合
あい

中
ちゅう

央
おう

会
かい

６０年
ねん

の歩
あゆ

み』より）

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ウ
ス
の
「
＃

ｔ
ｂ
ｔ
」
と
は
何な

に

だ
ろ
う
と

思お
も

い
、
調し

ら

べ
て
み
る
と
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
な
ど
で
投と

う

稿こ
う

の
際さ

い

に
つ
け
る
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
（
共

き
ょ
う

通つ
う

の
話わ

題だ
い

を
話は

な

す
人ひ

と

を
探さ

が

す

た
め
の
目め

印じ
る
し）「

Ｔ
ｈ
ｒ
ｏ

ｗ 

Ｂ
ａ
ｃ
ｋ 

Ｔ
ｈ
ｕ
ｒ
ｓ

ｄ
ａ
ｙ
」
の
略り

ゃ
くで

、「
木も

く

曜よ
う

に

過か

去こ

を
振ふ

り
返か

え

ろ
う
」
と
い

う
こ
と
ら
し
い
。
な
ぜ
木も

く

曜よ
う

か
と
い
う
と
た
だ
の
語ご

呂ろ

合あ

わ
せ
と
い
う
説せ

つ

や
木も

く

曜よ
う

に
更こ

う

新し
ん

が
減へ

る
か
ら
と
い
う
説せ

つ

も

あ
る
そ
う
。

　
　
　
　
　

◎

　

ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
シ
リ
ー
ズ

は
昨さ

く

年ね
ん

１
１
月が

つ

よ
り
開か

い

始し

し

た
ネ
ッ
ト
ラ
ジ
オ
番ば

ん

組ぐ
み

を
再さ

い

紹し
ょ
う

介か
い

す
る
企き

画か
く

。「
日に

本ほ
ん

の
文ぶ

ん

学が
く

」
を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る

シ
リ
ー
ズ
で
全ぜ

ん

８
回か

い

ま
で
制せ

い

作さ
く

さ
れ
て
い
る
。
第だ

い

３
回か

い

と

な
る
こ
の
回か

い

は
第だ

い

１
５
５
回か

い

芥あ
く
た

川が
わ

賞し
ょ
う

受じ
ゅ

賞し
ょ
う

作さ
く

の
村む

ら

田た

沙さ

耶や

香か

著ち
ょ

「
コ
ン
ビ
ニ
人に

ん

間げ
ん

」

を
取と

り
上あ

げ
、
日に

本ほ
ん

で
独ど

く

自じ

に
発は

っ

展て
ん

を
遂と

げ
た
“

コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
”

に
つ
い

て
も
触ふ

れ
て
い
る
。

１
０
０
を
超こ

え
る
養よ

う

鶏け
い

場
じ
ょ
う

が
コ
ン
テ
ス
ト
に
参さ

ん
 
か加

し
、

イ
ベ
ン
ト
の
ラ
イ
ブ
中

ち
ゅ
う
 
け
い

継
の

視し
 
ち
ょ
う
 
し
ゃ

聴
者
は
１
万ま

ん

人に
ん

を
超こ

え
た

と
い
う
。
コ
ン
テ
ス
ト
も
卵

た
ま
ご

祭ま
つ

り
も
多お

お

く
の
人ひ

と

や
企き

 
ぎ
ょ
う業

、

農の
う
 
か家

が
携た

ず
さわ

り
歴れ

き
 
し史

も
注

ち
ゅ
う
 
も
く目

も
あ
る
だ
け
に
非ひ

 
じ
ょ
う常

に
中ち

ゅ
う
 
し止

が
惜お

し
む
声こ

え

も
多お

お

い
よ
う
だ
。

　
　
　
　
　

◎

Ｊ
Ｈ
制せ

い

作さ
く

の
ポ
ッ
ド
キ
ャ

ス
ト
番ば

ん

組ぐ
み

産さ
ん

青せ
い

連れ
ん

（
上う

え

）

　

年ね
ん

輩ぱ
い

の
組く

み

合あ
い

員い
ん

が
そ
う
で

あ
っ
た
た
め
、
下し

も

元も
と

は
若わ

か

者も
の

に
期き

待た
い

し
た
。

　

折お
り

か
ら
、
日に

本ほ
ん

で
は
産さ

ん

業
ぎ
ょ
う

組く
み

合あ
い

の
改か

い

革か
く

運う
ん

動ど
う

が
、
農の

う

村そ
ん

の
青せ

い

年ね
ん

に
よ
っ
て
活か

っ

発ぱ
つ

に
展て

ん

開か
い

さ
れ
、
全ぜ

ん

国こ
く

的て
き

な
広ひ

ろ

が
り
を

見み

せ
て
い
た
。
彼か

れ

ら
は
産さ

ん

業
ぎ
ょ
う

組く
み

合あ
い

青せ
い

年ね
ん

連れ
ん

盟め
い

（
産さ

ん

青せ
い

連れ
ん

）

を
結け

っ

成せ
い

、
こ
の
運う

ん

動ど
う

を
推お

し
進す

す

め
て
い
た
。
普ふ

通つ
う

、
産さ

ん

青せ
い

連れ
ん

運う
ん

動ど
う

と
呼よ

ば
れ
た
。

　

運う
ん

動ど
う

は
、
農の

う

村そ
ん

に
於お

け
る

生せ
い

産さ
ん

物ぶ
つ

の
販は

ん

売ば
い

、
営え

い

農の
う

資し

材ざ
い

・
生せ

い

活か
つ

用よ
う

品ひ
ん

の
購こ

う

入に
ゅ
うな

ど

の
諸し

ょ

事じ

業ぎ
ょ
うか

ら
中

ち
ゅ
う

間か
ん

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

を

排は
い

除じ
ょ

、
組く

み

合あ
い

自じ

身し
ん

の
手て

で
行

お
こ
な

う
こ
と
を
目も

く

的て
き

と
し
て
い
た
。

つ
ま
り
外が

い

部ぶ

の
商

し
ょ
う

工こ
う

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

に

吸す

い
取と

ら
れ
て
い
た
利り

益え
き

を

村む
ら

に
還か

ん

流り
ゅ
うさ

せ
、
豊ゆ

た

か
で
文ぶ

ん

化か

的て
き

な
生せ

い

活か
つ

を
実じ

つ

現げ
ん

す
る
と

い
う
狙ね

ら

い
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
を
、
先ま

ず
米こ

め

か
ら
始は

じ

め
た
。
米べ

い

穀こ
く

商し
ょ
うを

排は
い

除じ
ょ

、
そ

の
流

り
ゅ
う

通つ
う

を
組く

み

合あ
い

自じ

身し
ん

で
し
よ

う
と
し
た
の
で
あ
る
。
た
め

に
農の

う

家か

の
説せ

っ

得と
く

を
日に

ち

夜や

行お
こ
な

っ

た
。
米べ

い

穀こ
く

商し
ょ
うの

買か
い

付つ

け
人に

ん

が

村む
ら

に
入は

い

ろ
う
と
す
る
と
、
こ

れ
を
阻そ

止し

し
た
。
乱ら

ん

闘と
う

騒さ
わ

ぎ

に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

産さ
ん

青せ
い

連れ
ん

は
最さ

い

終し
ゅ
う

的て
き

に
は
、

資し

本ほ
ん

主し
ゅ

義ぎ

で
も
社し

ゃ

会か
い

主し
ゅ

義ぎ

で
も
な
い
理り

想そ
う

的て
き

な
社し

ゃ

会か
い

を
建け

ん

設せ
つ

し
よ
う
と
し
て
い
た
。
日に

本ほ
ん

の
農の

う

村そ
ん

の
大だ

い

改か
い

革か
く

つ
ま
り

革か
く

命め
い

を
目め

指ざ

し
て
い
た
。

　

こ
の
構こ

う

想そ
う

は
、
戦せ

ん

前ぜ
ん

の
農の

う

業ぎ
ょ
う

界か
い

の
指し

導ど
う

者し
ゃ

で
戦せ

ん

後ご

の

“
農の

う

協き
ょ
う

王お
う

国こ
く

”
の
基き

礎そ

を

築き
ず

い
た
千せ

ん

石ご
く

興こ
う

太た

郎ろ
う

と
い
う

人じ
ん

物ぶ
つ

が
発は

つ

案あ
ん

し
た
。
当と

う

初し
ょ

は
、

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

物ぶ
つ

や
講こ

う

演え
ん

会か
い

で
説と

い
て

い
た
が
、
そ
れ
が
農の

う

村そ
ん

の
青せ

い

年ね
ん

層そ
う

に
支し

持じ

さ
れ
て
い
る
の
に

気き

づ
い
た
。
そ
こ
で
１
９
３
３

（
昭し

ょ
う

８
）
年ね

ん

、
全ぜ

ん

国こ
く

に
呼よ

び

か
け
、
こ
の
目も

く

的て
き

達た
っ

成せ
い

の
た

め
の
青せ

い

年ね
ん

層そ
う

の
組そ

織し
き

化か

を
提て

い

唱し
ょ
うし

た
。
反は

ん

響き
ょ
うは

よ
く
同ど

う

年ね
ん

、

産さ
ん

青せ
い

連れ
ん

が
結け

っ

成せ
い

さ
れ
た
―
―

と
い
う
次し

第だ
い

で
あ
る
。

　

産さ
ん

青せ
い

連れ
ん

は
１
９
３
６
年ね

ん

に
は
全ぜ

ん

国こ
く

に
４
５
３
０
支し

部ぶ

、

盟め
い

友ゆ
う

３
７
万ま

ん

人に
ん

を
数か

ぞ

え
た
。

大た
い

変へ
ん

な
勢い

き
おい

で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
は
政せ

い

界か
い

、
官か

ん

界か
い

、
学が

っ

会か
い

も
巻ま

き
込こ

む
社し

ゃ

会か
い

運う
ん

動ど
う

に

発は
っ

展て
ん

、
後の

ち

に
「
戦せ

ん

前ぜ
ん

最さ
い

後ご

の

ロ
マ
ン
」
と
形け

い

容よ
う

さ
れ
た
。

　

下し
も

元も
と

健け
ん

吉き
ち

は
、
こ
の
動う

ご

き

を
知し

っ
た
時と

き

、
脳の

う

裏り

に
何な

に

か

煌き
ら

め
く
モ
ノ
を
感か

ん

じ
た
。
以い

後ご

、
運う

ん

動ど
う

を
導ど

う

入に
ゅ
うし

よ
う
と

し
た
。
彼か

れ

は
、
そ
の
た
め
に

組く
み

合あ
い

員い
ん

の
子し

弟て
い

や
組く

み

合あ
い

の
若わ

か

手て

従じ
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

員い
ん

に
着

ち
ゃ
く

眼が
ん

し
た
。

若わ
か

者も
の

は
変へ

ん

化か

を
欲ほ

っ

し
、
頭あ

た
ま

が

柔じ
ゅ
う

軟な
ん

で
あ
り
、
団だ

ん

結け
つ

し
易や

す

い
。

農の
う

場じ
ょ
うで

は
労ろ

う

働ど
う

力り
ょ
くの

中
ち
ゅ
う

心し
ん

で

あ
り
、
組く

み

合あ
い

内な
い

で
は
実じ

つ

務む

の

担に
な

い
手て

で
あ
る
。
い
ず
れ
農の

う

家か

の
戸こ

主し
ゅ

、
組く

み

合あ
い

の
中

ち
ゅ
う

堅け
ん

と
な
る
。

　

幸さ
い
わ

い
下し

も

元も
と

は
、
彼か

れ

ら
に
親し

た

し
く
人に

ん

気き

が
あ
っ
た
。
組く

み

合あ
い

創そ
う

立り
つ

間ま

も
な
い
頃こ

ろ

か
ら
共と

も

に

テ
ニ
ス
を
楽た

の

し
み
、
野や

球
き
ゅ
う

を
や
り
、
山や

ま

に
登の

ぼ

っ
た
。
組く

み

合あ
い

に
関か

ん

し
真し

ん

剣け
ん

に
議ぎ

論ろ
ん

を
し
、

そ
の
意い

見け
ん

を
取と

り
入い

れ
た
。

　

下し
も

元も
と

は
仕し

事ご
と

の
場ば

で
は
厳き

び

し
か
っ
た
が
、
そ
れ
以い

外が
い

で

は
慈じ

父ふ

の
様よ

う

に
優や

さ

し
く
、
笑え

顔が
お

が
た
ま
ら
な
い
ほ
ど
良よ

か

っ
た
。
背せ

は
低ひ

く

く
、
そ
の
上う

え

に
怪か

い

異い

な
顔か

お

を
乗の

せ
、
少す

こ

し

前ま
え

か
が
み
に
な
っ
て
蟹が

に

股ま
た

で
歩あ

る

い
た
か
ら
、
格か

っ

好こ
う

は
良よ

く
な

か
っ
た
。
が
、
そ
れ
が
却か

え
っ
て

愛あ
い

嬌き
ょ
うに

な
っ
た
。
と
も
か
く

若わ
か

者も
の

に
好す

か
れ
た
。
彼か

れ

ら
は
、

当と
う

人に
ん

が
居い

な
い
処と

こ
ろ

で
は
、
下し

も

元も
と

を
“

お
や
じ
”

と
呼よ

ん

で
い
た
。

　

そ
う
い
う
下し

た

地じ

も
あ
っ
て
、

下し
も

元も
と

は
ブ
ラ
ジ
ル
に
も
産さ

ん

青せ
い

連れ
ん

を
組そ

織し
き

し
よ
う
と
し
た
。

た
だ
、
コ
チ
ア
だ
け
で
な
く

日に
っ

系け
い

産さ
ん

組ぐ
み

の
総す

べ

て
の
青せ

い

年ね
ん

を

動ど
う

員い
ん

し
よ
う
と
し
た
。
そ
の

た
め
の
推す

い

進し
ん

機き

関か
ん

と
し
て
選え

ら

ん
だ
の
が
日に

っ

伯ぱ
く

産さ
ん

業ぎ
ょ
う

組く
み

合あ
い

中ち
ゅ
う

央お
う

会か
い

で
あ
る
。
こ
れ
は
サ

ン
パ
ウ
ロ
日に

本ほ
ん

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

の

肝き
も

い
り
で
１
９
３
４
年ね

ん

に
発ほ

っ

足そ
く

し
た
団だ

ん

体た
い

で
あ
る
。
日に

っ

系け
い

産さ
ん

組ぐ
み

の
殆ほ

と
ん

ど
が
参さ

ん

加か

し
て
い

た
。「
産さ

ん

組ぐ
み

中ち
ゅ
う

央お
う

会か
い

」
あ
る

い
は
単た

ん

に
「
中

ち
ゅ
う

央お
う

会か
い

」
と
呼よ

ば
れ
た
。
下し

も

元も
と

は
そ
の
専せ

ん

務む

理り

事じ

も
務つ

と

め
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

卵
たまご

祭
まつ

り名
めい ぶつ

物の「卵
たまご

の門
もん

」

を
４
月が

つ

９
日か

に
発

は
っ
 
ぴ
ょ
う

表
し
た
。

　

同ど
う

祭ま
つ

り
は
バ
ス
ト
ス
日に

っ
 
け
い系

文ぶ
ん
 
か化

体た
い
 
い
く育

体た
い
 
い
く育

協き
ょ
う
 
か
い

会
（
Ａ

Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｂ
Ａ
、
海え

 
び
 
さ
わ

老
沢
孝た

か
 
は
る治

鈴す
ず

木き

正ま
さ

威た
け

さ
ん

７
６
％
（
８
３
社し

ゃ

）
の
会か

い

社し
ゃ

が
「
コ
ン
タ
ク
ト
無な

し
」
と

回か
い

答と
う

し
た
。
こ
れ
に
対た

い

し
て

平ひ
ら

田た

事じ

務む

局き
ょ
く

長ち
ょ
うは

「
こ
う
い

っ
た
時と

き

こ
そ
、
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

や

在ざ
い

外が
い

公こ
う

館か
ん

の
発は

っ

信し
ん

情じ
ょ
う

報ほ
う

を
小こ

ま
め
に
確か

く

認に
ん

し
、
連れ

ん

携け
い

を
密み

つ

に
取と

る
べ
き
だ
」
と
語か

た
っ
た
。

　
「
感か

ん

染せ
ん

の
疑う

た
が

い
が
あ
る
症

し
ょ
う

状じ
ょ
うが

出で

た
時と

き

は
迷ま

よ

い
な
く
報ほ

う

告こ
く

し
、
早そ

う

々そ
う

に
自じ

宅た
く

待た
い

機き

を

行お
こ
な

っ
た
ほ
う
が
よ
い
」
と
の

意い

見け
ん

も
述の

べ
た
。

　

新し
ん

型が
た

ウ
イ
ル
ス
が
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

に
も
多た

大だ
い

な
影え

い

響き
ょ
うを

与あ
た

え
る
こ
と
を
懸け

念ね
ん

し
て
お
り
、

「
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

の
多お

お

い
日に

っ

系け
い

コ
ロ

ニ
ア
で
可か

能の
う

な
か
ぎ
り
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

を
だ
さ
な
い
よ
う
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

・
日に

っ

系け
い

進し
ん

出し
ゅ
つ

企き

業ぎ
ょ
う・

　

２
１
日に

ち

（
火か

）
が
「
チ
ラ

デ
ン
テ
ス
の
日ひ

」
の
祝

し
ゅ
く

日じ
つ

で

あ
る
た
め
、
２
２
日に

ち

（
水す

い

）

の
新し

ん

聞ぶ
ん

は
休

き
ゅ
う

刊か
ん

と
な
り
ま
す
。

次つ
ぎ

の
発は

っ

刊か
ん

は
２
３
日に

ち

付づ
け

（
木も

く

）

で
す
。

□
休き

ゅ
う

刊か
ん

の
お
知し

ら
せ
□

V
arg

as

）
で
開か

い
 
さ
い催

さ
れ
、

国こ
く
 
な
い内

で
最さ

い
 
だ
い大

か
つ
歴れ

き
 
し史

あ
る

養よ
う
 
け
い

鶏
イ
ベ
ン
ト
と
言い

わ
れ
て
い

る
。

　

養よ
う
 
け
い鶏

に
関か

ん
 
れ
ん連

し
た
製せ

い
 
ひ
ん品

や
サ
ー
ビ
ス
を
提

て
い
 
き
ょ
う

供
す
る

国こ
く
 
な
い
 
が
い

内
外
の
企き

 
ぎ
ょ
う業

の
注

ち
ゅ
う
 
も
く

目
を
あ

つ
め
て
お
り
、
昨さ

く
 
ね
ん年

の
展て

ん
 
じ示

ブ
ー
ス
に
は
９
３
も
の
企き

 
ぎ
ょ
う業

が
参さ

ん
 
か加

し
て
お
り
、
養よ

う
 
け
い鶏

ビ

ジ
ネ
ス
に
お
い
て
も
重

じ
ゅ
う
 
よ
う

要
な

役や
く
 
わ
り

割
を
担に

な
っ
て
い
た
。

　

時じ
 
き期

を
ず
ら
し
た
１
０

月が
つ

の
開か

い
 
さ
い催

も
検け

ん

討と
う

さ
れ
て

い
た
が
市し

と
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｂ

Ａ
理り

 
じ事

、
バ
ス
ト
ス
農の

う
 
そ
ん村

組く
み
 
あ
い合

の
主し

ゅ
 
さ
い
 
し
ゃ

催
者
及お

よ

び
組そ

 
し
き織

委い
 
い
ん
 
か
い

員
会
と
の
審し

ん
 
ぎ議

の
結け

っ
 
か果

、

　

本ほ
ん

ア
ン

ケ
ー
ト
で

特と
く

に
目め

立だ

っ
た
の
は

質し
つ

問も
ん

７
の

『
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス

感か
ん

染せ
ん

症
し
ょ
う

関か
ん

連れ
ん

で
サ

ン
パ
ウ
ロ

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

や
最も

寄よ

り
の
在ざ

い

外が
い

公こ
う

館か
ん

と
コ
ン
タ

ク
ト
あ
る

い
は
相そ

う

談だ
ん

し
て
い
る

か
』
で
あ

っ
た
。
約や

く

ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
シ
リ
ー
ズ
）」、

２
９
日に

ち

「
自じ

宅た
く

で
で
き
る
い

け
花は

な

（
講こ

う

師し

：
井い

出で

ミ
ジ
・

エ
ミ
コ
さ
ん
、
ブ
ラ
ジ
ル
い
け

花は
な

協き
ょ
う

会か
い

）」

　
こ
の
他ほ

か

、
毎ま

い

週し
ゅ
う

木も
く

曜よ
う

「
＃

ｔ
ｂ
ｔ
の
日ひ

」
と
し
て
Ｊ
Ｈ

の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
上じ

ょ
う

の
企き

画か
く

や
、
Ｊ
Ｈ
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

タ
ー
が
日に

本ほ
ん

の
映え

い

画が

や
本ほ

ん

、

音お
ん

楽が
く

を
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
企き

画か
く

も
あ

る
。

　

鈴す
ず

木き

さ
ん
は
１
９
３
２

年ね
ん

、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

山さ
ん

東と
う

省し
ょ
う

青チ
ン

島タ
オ

市し

生う

ま
れ
。
４
６
年ね

ん

に
１
４
歳さ

い

で
日に

本ほ
ん

に
引ひ

き
あ
げ
た
。
早わ

稲せ

田だ

大だ
い

学が
く

政せ
い

治じ

経け
い

済ざ
い

学が
く

部ぶ

経け
い

済ざ
い

学が
っ

科か

卒そ
つ

業ぎ
ょ
う、

５
９
年ね

ん

に
ブ

ラ
ジ
ル
へ
移い

住じ
ゅ
うし

た
。
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

刊か
ん

行こ
う

委い

員い
ん

会か
い

事じ

務む

局き
ょ
く

長ち
ょ
う、

日に

本ほ
ん

語ご

普ふ

及き
ゅ
う

会か
い

事じ

務む

局き
ょ
く

長ち
ょ
う、

日に
っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

連れ
ん

盟め
い

理り

事じ

を
務つ

と

め
る
。

　

９
２
年ね

ん

か
ら
３
年ね

ん

間か
ん

、
長

ち
ょ
う

兄け
い

の
会か

い

社し
ゃ

が
あ
る
中

ち
ゅ
う

国ご
く

へ
赴ふ

任に
ん

。
ブ
ラ
ジ
ル
で
１
年ね

ん

を
過す

ご
し
て
、
再ふ

た
た

び
中

ち
ゅ
う

国ご
く

で
１
年ね

ん

、

計け
い

４
年ね

ん

を
「
生う

ま
れ
故こ

郷き
ょ
う」

で
過す

ご
し
た
。

　

９
８
年ね

ん

か
ら
サ
ン
パ
ウ
ロ

人じ
ん

文も
ん

科か

学が
く

研け
ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

理り

事じ

、

所し
ょ

長ち
ょ
う、

顧こ

問も
ん

を
歴れ

き

任に
ん

し
た
。

人じ
ん

文も
ん

研け
ん

で
は
自み

ず
か

ら
執し

っ

筆ぴ
つ

・
研け

ん

究き
ゅ
うす

る
傍か

た
わ

ら
、
広ひ

ろ

く
移い

民み
ん

社し
ゃ

会か
い

研け
ん

究き
ゅ
うの

普ふ

及き
ゅ
うや

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

調ち
ょ
う

査さ

な
ど
に
携た

ず
さ

わ
り
、
若わ

か

手て

研け
ん

究き
ゅ
う

者し
ゃ

の
育い

く

成せ
い

に
尽じ

ん

力り
ょ
くし

た
。

　

著ち
ょ

書し
ょ

に
『
鈴す

ず

木き

悌て
い

一い
ち

─
ブ

ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

に
生い

き
た

鬼き

才さ
い

の
生

し
ょ
う

涯が
い

』、『
眠ね

む

り
を
覚さ

ま
し
た
十

じ
ゅ
う

二に

億お
く

の
民た

み

─
中ち

ゅ
う

国ご
く

烈れ
つ

日じ
つ

─
』
な
ど
。

　

人じ
ん

文も
ん

研け
ん

事じ

務む

局き
ょ
くが

お
悔く

や

み
を
受う

け
付つ

け
て
い
る
。
メ

ッ
セ
ー
ジ
は
「co

n
tato

@
cenb.org.br

」
ま
で
。

安あ
ん
 
ぜ
ん全

性せ
い

が
な
い
と
判は

ん
 
だ
ん断

し
、

２
０
２
０
年ね

ん
 
な
い内

の
開か

い
 
さ
い催

を

中ち
ゅ
う
 
し止

に
す
る
決け

っ
 
て
い定

が
下く

だ

さ
れ

た
。

　
「
第だ

い

６
１
回か

い

卵た
ま
ご

祭ま
つ

り
」
の

全ぜ
ん

予よ
 
さ
ん算

は
、
市し

保ほ
 
け
ん健

部ぶ
 
も
ん門

が

新し
ん
 
が
た

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対

た
い
 
さ
く策

に
取と

り
組く

む
た
め
の
基き

 
き
ん金

と

し
て
使つ

か

わ
れ
る
。

　

バ
ス
ト
ス
市し

で
開か

い
 
さ
い催

さ
れ

る
「
た
ま
ご
祭ま

つ

り
」
の
前ぜ

ん
 
じ
つ日

に
は
、
毎ま

い
 
か
い回

「
卵た

ま
ご

の
品ひ

ん
 
し
つ質

コ

ン
テ
ス
ト
」
が
開か

い
 
さ
い催

さ
れ
て

い
る
が
こ
ち
ら
も
４
月が

つ

３
日か

に
組そ

 
し
き織

員い
ん

会か
い

が
開か

い
 
さ
い催

中ち
ゅ
う
 
し止

を

発は
っ
 
ぴ
ょ
う

表
し
た
。
１
９
年ね

ん
 
ど度

に
は

rad
o

jap
ao

.o
rg

.b
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u
p
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/files/2
0
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%
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0
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た

コ
ロ
ナ
ア
ン

ケ
ー
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%
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ち

時じ

帰き

国こ
く
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応お
う

に
つ
い
て.pdf

ｎ
ｅ
」
企き

画か
く

を
進す

す

め
て
い
る
。

　

新あ
ら

た
に
発は

っ

表ぴ
ょ
うさ

れ
た
日に

っ

程て
い

は
以い

下か

の
通と

お

り
。
２
０
日か

「
風ふ

呂ろ

敷し
き

の
包つ

つ

み
か
た
講こ

う

座ざ

」、

２
１
日に

ち

「
日に

本ほ
ん

の
哲て

つ

学が
く

・
侘わ

び
寂さ

び
」、
２
２
日に

ち

「
陶と

う

芸げ
い

家か

、
本ほ

ん

間ま

之ひ
で

子こ

さ
ん
に
よ
る

湯ゆ

呑の

み
・
茶ち

ゃ

碗わ
ん

の
説せ

つ

明め
い

」、

２
４
日か

「
イ
ラ
ス
ト
で
学ま

な

ぶ

箸は
し

の
使つ

か

い
方か

た

」、
２
７
日に

ち

「
折お

り
紙が

み

」、
２
８
日に

ち

「
村む

ら

田た

沙さ

耶や

香か

著ち
ょ

・コ
ン
ビ
ニ
人に

ん

間げ
ん

（
ポ

　

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感か

ん

染せ
ん

拡か
く

大だ
い

に
伴と

も
な

う
自じ

粛し
ゅ
く

令れ
い

下か

で

も
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
べ

く
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

の
ジ
ャ
パ

ン・ハ
ウ
ス（
Ｊ
Ｈ
、エ
リ
ッ
ク・

ア
レ
シ
ャ
ン
ド
レ
・
ク
ル
ッ
グ

館か
ん

長ち
ょ
う）

は
オ
ン
ラ
イ
ン
上じ

ょ
う

で

様さ
ま

々ざ
ま

な
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を
紹

し
ょ
う

介か
い

す

る
「
＃
Ｊ
ｈ
ｓ
ｐ
Ｏ
ｎ
ｌ
ｉ
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会か
い
 
ち
ょ
う

長
）、

バ
ス
ト

ス
農の

う
 
そ
ん村

組く
み
 
あ
い合

、

バ
ス
ト

ス
市し

の

共き
ょ
う
 
さ
い催

で
毎ま

い
 
と
し年

渡わ
た
 
な
べ部

喜き

助す
け

展て
ん
 
じ示

セ
ン
タ
ー

（R
u

a 
P

re
s. 

塞そ
く

で
一い

ち

度ど

入に
ゅ
う

院い
ん

し
た
が
い
っ

た
ん
退た

い

院い
ん

、
３
月が

つ

に
入

に
ゅ
う

退た
い

院い
ん

を
繰く

り
返か

え

し
、
そ
の
後ご

、
自じ

宅た
く

療り
ょ
う

養よ
う

中ち
ゅ
うに

心し
ん

臓ぞ
う

発ほ
っ

作さ

を

起お

こ
し
て
再さ

い

入に
ゅ
う

院い
ん

し
て
い
た
。

２
０
日か

時じ

点て
ん

で
死し

因い
ん

は
不ふ

明め
い

。
葬そ

う

儀ぎ

は
家か

族ぞ
く

の
み
。
コ

ロ
ナ
終

し
ゅ
う

息そ
く

後ご

に
お
別わ

か

れ
会か

い

を

行お
こ
なう

予よ

定て
い

。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
人じ

ん

文も
ん

科か

学が
く

研け
ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

の
元も

と

顧こ

問も
ん

、
鈴す

ず

木き

正ま
さ

威た
け

さ
ん
が
１
８
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

、
入

に
ゅ
う

院い
ん

中ち
ゅ
うの

サ
ン
タ
ク
ル
ス
病

び
ょ
う

院い
ん

で
亡な

く
な
っ
た
。
享

き
ょ
う

年ね
ん

８
８
。

１

月が
つ

下げ

旬
じ
ゅ
ん

に
脳の

う

梗こ
う



　

ク
ア
レ
ン
テ
ー
ナ
（
検け

ん

疫え
き

）

中ち
ゅ
うの
静し

ず

か
な
パ
ウ
リ
ス
タ
大お

お

通ど
お

り
が
突と

つ

如じ
ょ

、
歓か

ん

声せ
い

と
ク
ラ

ク
シ
ョ
ン
（
警け

い

笛て
き

）
に
よ
っ
て

埋う

め
尽つ

く
さ
れ
た
。

　

１
８
日に

ち

（
土ど

）
１
５
時じ

、

偶ぐ
う

然ぜ
ん

に
も
パ
ウ
リ
ス
タ
大お

お

通ど
お

り
を
歩あ

る

い
て
い
る
と
、
ト
レ

ア
ノ
ン
マ
ス
ピ
駅え

き

あ
た
り
で

や
た
ら
と
賑に

ぎ

や
か
な
歓か

ん

声せ
い

が

あ
が
っ
て
い
た
。
近ち

か

づ
い
て
み

る
と
、
ド
リ
ア
聖せ

い

州し
ゅ
う

知ち

事じ

反は
ん

対た
い

派は

の
マ
ニ
フ
ェ
ス
タ
ソ
ン

（
デ
モ
活か

つ

動ど
う

）
だ
っ
た
。

　

息い
き

を
呑の

ん
で
見け

ん

物ぶ
つ

し
て
い

る
と
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
国こ

っ
き旗
を

車し
ゃ

体た
い

前ぜ
ん

頭と
う

部ぶ

に
掲か

か

げ
た
車

く
る
ま

５
０
台だ

い

ほ
ど
が
、
ク
ラ
ク
シ
ョ

ン
（
警け

い

笛て
き

）
や
ブ
ブ
ゼ
ラ
（
ア

フ
リ
カ
の
管か

ん

楽が
っ

器き

）
を
鳴な

ら

し
続ぞ

く

々ぞ
く

と
集あ

つ

ま
っ
て
き
た
。

日に

本ほ
ん

車し
ゃ

な
ど
比ひ

較か
く

的て
き

高た
か

め
の

車く
る
まが
多お

お

い
よ
う
だ
。

　

と
思お

も

え
ば
、
ハ
ー
レ
ー
な

ど
の
高こ

う

級き
ゅ
う

二に

輪り
ん

車し
ゃ

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と

し
た
２
０
０
台だ

い

ほ
ど
の
バ
イ

げ
て
抗こ

う

議ぎ

す
る
も
の
も
。
車

く
る
ま

に
乗の

っ
て
い
な
い
人ひ

と

の
半は

ん

分ぶ
ん

ほ

ど
は
マ
ス
ク
を
し
て
い
た
。

　

対た
い

し
て
、
騒そ

う

音お
ん

に
対た

い

す
る

抗こ
う

議ぎ

な
の
か
反は

ん

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

派は

か
は
定さ

だ

か
で
は
な
い
が
、

近き
ん

隣り
ん

ア
パ
ー
ト
の
住

じ
ゅ
う

民み
ん

が
窓ま

ど

か
ら
顔か

お

を
だ
し
て
鍋な

べ

を
叩た

た

く

抗こ
う

議ぎ

が
始は

じ

ま
り
、
お
互た

が

い
に

牽け
ん

制せ
い

し
あ
う
と
い
う
始し

末ま
つ

。

　

記き

者し
ゃ

は
偶ぐ

う

然ぜ
ん

に
も
デ
モ
隊た

い

の
基き

本ほ
ん

カ
ラ
ー
で
あ
る
緑

み
ど
り

色い
ろ

の
服ふ

く

を
着き

て
い
た
こ
と
に
安あ

ん

外が
い

出し
ゅ
つ

自じ

粛し
ゅ
く

中ち
ゅ
う

に
盛せ

い

大だ
い

に
抗こ

う

議ぎ

デ
モ

反は
ん

隔か
く

離り

派は

が
Ｐ

パ
ウ
リ
ス
タ

大お
お

通ど
お

り
に
集し

ゅ
う

結け
つ

反
はん

ドリア派
は

のデモ隊
たい

のバイク

盛
も

り上
あ

がるデモ隊
たい

と反
はん

ドリア派
は

の抗
こう

議
ぎ

演
えん

説
ぜつ

街
がい

宣
せん

車
しゃ

で演
えん

説
ぜつ

を行
おこな

うデモ隊
たい

（３） ２０２０年第５４７２号 	 ４月	２１日	（火曜日）

堵ど

し
た
。

　

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
の
感か

ん

染せ
ん

予よ

防ぼ
う

で
外が

い

出し
ゅ
つ

自じ

粛し
ゅ
くが
発は

つ

令れ
い

さ
れ
て

い
る
最さ

中な
か

、
野や

外が
い

と
は
い
え
、

一い
ち

番ば
ん

人ひ
と

だ
か
り
が
あ
っ
た
の
は

こ
こ
だ
ろ
う
。

　

４
月が

つ

末ま
つ

か
ら
５
月が

つ

に
か
け

て
聖せ

い

州し
ゅ
うは
感か

ん

染せ
ん

拡か
く

大だ
い

の
ピ
ー

ク
を
迎む

か

え
る
と
言い

わ
れ
る
。

死し

者し
ゃ

が
日ひ

び々

増ふ

え
て
い
く
中な

か

で
、
こ
の
外が

い

出し
ゅ
つ

自じ

粛し
ゅ
く

令れ
い

解か
い

除じ
ょ

を
求も

と

め
る
こ
の
動う

ご

き
が
、

今こ
ん

後ご

ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。

す
ぼ
ん
で
い
く
の
か
、
そ
れ

と
も
週

し
ゅ
う

毎ご
と

に
増ふ

え
て
い
く
の

か
。
目め

が
話は

な

せ
な
い
動う

ご

き
の

よ
う
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
淀よ

ど

）

写
しゃ

真
しん

グラフ

集
し
ゅ
う

結け
つ

す
る
デ
モ
隊た

い

の
バ
イ
ク

反
はん

ドリア派
は

のデモ隊
たい

のバイク

「ボルソナーロには理
り

由
ゆう

がある！私
わたし

達
たち

は働
はたら

きたい！」と抗
こう

議
ぎ

する

人
ひと

達
たち

街
がい

宣
せん

車
しゃ

とフロントに国
こっき

旗を付
つ

けたデモカー街
がい

宣
せん

車
しゃ

とバイク

集
しゅう

結
けつ

するデモ隊
たい

ク
集

し
ゅ
う

団だ
ん

も
集

し
ゅ
う

結け
つ

し
、
大お

お

通ど
お

り

は
あ
っ
と
い
う
間ま

に
デ
モ
隊た

い

で

埋う

め
尽つ

く
さ
れ
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
の
国こ

っ

旗き

色し
ょ
く、
緑

み
ど
り

や
黄き

色い
ろ

を
来き

た
者も

の

達た
ち

も

２
０
０
人に

ん

ほ
ど
が
続ぞ

く

々ぞ
く

と

集あ
つ

ま
り
、
ド
リ
ア
州

し
ゅ
う

知ち

事じ

の

ク
ア
レ
ン
テ
ー
ナ
へ
の
抗こ

う

議ぎ

、

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うの
発は

つ

言げ
ん

を
肯こ

う

定て
い

す
る
歓か

ん

声せ
い

が
湧わ

き
上あ

が
っ
た
。「
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
に
は

理り

由ゆ
う

が
あ
る
！
私わ

た
し

達た
ち

は
働は

た
ら
き

た
い
！
」
と
書か

い
た
布ぬ

の

を
広ひ

ろ

集
しゅう

結
け つ

するデモ隊
た い

国こ
っ

旗き

を
担か

つ

ぐ
者も

の



ザ
に
よ
っ
て
１
６
８
５
人に

ん

が

亡な

く
な
っ
て
い
る
。
１
日に

ち

平へ
い

均き
ん

で
死し

者し
ゃ

５
４
人に

ん

だ
。

　

ち
な
み
に
１
７
日に

ち

現げ
ん

在ざ
い

、

１
日に

ち

に
日に

本ほ
ん

で
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ

が
原げ

ん

因い
ん

で
亡な

く
な
っ
た
人ひ

と

は

１
７
人に

ん

。
現げ

ん

時じ

点て
ん

で
は
去き

ょ

年ね
ん

の
普ふ

通つ
う

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
よ

り
も
低ひ

く

い
。

　

と
は
い
え
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
の
死し

者し
ゃ

数す
う

が
、
通つ

う

常じ
ょ
うの

イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
年ね

ん

間か
ん

死し

者し
ゃ

数す
う

で
あ
る

世せ

界か
い

で
２
５
〜
５
０
万ま

ん

人に
ん

を

越こ

え
る
の
は
時じ

間か
ん

の
問も

ん

題だ
い

だ

ろ
う
。

　

と
い
う
か
、
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うで

都と

市し

封ふ
う

鎖さ

や
ら
外が

い

出し
ゅ
つ

禁き
ん

止し

令れ
い

な
ど
を
実じ

っ

施し

し
て
世せ

界か
い

経け
い

済ざ
い

を
大だ

い

破は

壊か
い

し
て
、
万ま

ん

が
一い

ち

に

も
通つ

う

年ね
ん

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
大た

い

差さ

な
い
被ひ

害が
い

し
か
な
か

っ
た
ら
、
そ
の
方ほ

う

が
大だ

い

問も
ん

題だ
い

だ
。「
外が

い

出し
ゅ
つ

禁き
ん

止し

し
た
か
ら
、

そ
れ
だ
け
の
被ひ

害が
い

で
済す

ん
だ
」

と
な
る
の
だ
ろ
う
。

外が
い

出し
ゅ
つ

自じ

粛し
ゅ
く

は
断だ

ん

続ぞ
く

的て
き

に

２
０
２
２
年ね

ん

ま
で
続つ

づ

く
？

　

前ぜ
ん

記き

の
デ
ー
タ
を
調し

ら

べ
て
い

て
感か

ん

じ
た
の
は
、
毎ま

い

年と
し

世せ

界か
い

で
５
０
万ま

ん

人に
ん

が
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
で
死し

ん
で
い
た
が
、
我わ

れ

々わ
れ

は
普ふ

通つ
う

に
生せ

い

活か
つ

し
て
い
た
と

い
う
こ
と
だ
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
我わ

れ

々わ
れ

は
、
す
で
に
共

き
ょ
う

生せ
い

関か
ん

係け
い

に
あ
る
。

　

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
は
、
通つ

う

常じ
ょ
うの

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
よ
り
も
死し

亡ぼ
う

率り
つ

が
高た

か

い
。「
そ
の
危き

険け
ん

な
分ぶ

ん

だ
け
気き

を
付つ

け
て
同お

な

じ
よ
う

に
生せ

い

活か
つ

す
る
」
と
い
う
選せ

ん

択た
く

肢し

は
な
い
の
だ
ろ
う
か
―
と

い
う
疑ぎ

問も
ん

が
湧わ

い
た
。

　

共
き
ょ
う

同ど
う

通つ
う

信し
ん

４
月が

つ

１
５
日に

ち

付づ
け

配は
い

信し
ん

《
２
０
２
２
年ね

ん

ま
で
外が

い

出し
ゅ
つ

自じ

粛し
ゅ
くが

必ひ
つ

要よ
う　

米べ
い

ハ
ー
バ

ー
ド
大だ

い

の
論ろ

ん

文ぶ
ん

》
記き

事じ

に
も

考か
ん
がえ

さ
せ
ら
れ
た
。

　

い
わ
く
《
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感か

ん

染せ
ん

症し
ょ
うの

特と
っ

効こ
う

薬や
く

や

ワ
ク
チ
ン
が
開か

い

発は
つ

で
き
な
け

れ
ば
、
米べ

い

国こ
く

は
外が

い

出し
ゅ
つ

自じ

粛
し
ゅ
く

措そ

置ち

な
ど
を
２
０
２
２
年ね

ん

ま

で
断だ

ん

続ぞ
く

的て
き

に
行お

こ
な

う
こ
と
に
な

る
と
分ぶ

ん

析せ
き

し
た
論ろ

ん

文ぶ
ん

を
、
米べ

い

ハ
ー
バ
ー
ド
大だ

い

の
チ
ー
ム
が

１
５
日に

ち

ま
で
に
ま
と
め
た
。

　

重
じ
ゅ
う

症し
ょ
う

患か
ん

者じ
ゃ

を
受う

け
入い

れ
る

救き
ゅ
う

命め
い

救き
ゅ
う

急き
ゅ
う

施し

設せ
つ

の
不ふ

足そ
く

を

防ふ
せ

ぐ
た
め
、
人ひ

と

と
人ひ

と

の
接せ

っ

触
し
ょ
く

を
大お

お

幅は
ば

に
減へ

ら
す
必ひ

つ

要よ
う

に
迫せ

ま

ら
れ
る
と
い
う
。
最さ

い

短た
ん

で
も

２
２
年ね

ん

１
月が

つ

ま
で
１
回か

い

１
カ

月げ
つ

程て
い

度ど

の
自じ

粛し
ゅ
く

期き

間か
ん

を
計け

い

５

回か
い

設も
う

け
る
必ひ

つ

要よ
う

が
生し

ょ
うじ

る
。

　

感か
ん

染せ
ん

し
た
人ひ

と

が
持も

つ
ウ
イ

ル
ス
へ
の
免め

ん

疫え
き

が
、
ど
れ
ぐ
ら

い
の
期き

間か
ん

維い

持じ

さ
れ
る
か
は

分わ

か
っ
て
い
な
い
。
免め

ん

疫え
き

が
１

年ね
ん

程て
い

度ど

で
消き

え
る
と
す
る
と
、

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
は
今こ

ん

後ご

何な
ん

年ね
ん

に

も
わ
た
り
、
定て

い

期き

的て
き

に
感か

ん

染せ
ん

拡か
く

大だ
い

を
繰く

り
返か

え

す
可か

能の
う

性せ
い

が

あ
る
と
し
て
い
る
》

　

も
ち
ろ
ん
数す

う

カ
月げ

つ

で
特と

っ

効こ
う

薬や
く

が
見み

つ
か
る
と
い
う
可か

能の
う

性せ
い

も
あ
る
。
だ
が
、
一い

っ

般ぱ
ん

的て
き

に
は
ワ
ク
チ
ン
開か

い

発は
つ

に
は
「
数す

う

年ね
ん

か
か
る
」と
言い

わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
研け

ん

究き
ゅ
う

発は
っ

表ぴ
ょ
うを

み

る
限か

ぎ

り
、「
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
と
の

戦た
た
かい

は
長

ち
ょ
う

期き

戦せ
ん

に
な
る
」
と

い
う
印い

ん

象し
ょ
うを

受う

け
る
。

短た
ん

期き

決け
っ

戦せ
ん

で
は
な
く

長ち
ょ
う

期き

戦せ
ん

と
し
て
の
戦た

た
かい
方か

た

に

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国く

に

々ぐ
に

の
中な

か

に

は
「
こ
れ
は
戦せ

ん

争そ
う

だ
！
」
と

元げ
ん

首し
ゅ

が
勇い

さ

ま
し
く
発は

つ

言げ
ん

し
て
、

国こ
く

民み
ん

を
奮ふ

る

い
立た

た
せ
、
ウ
イ

ウ
イ
ル
ス
と
戦た

た
か

う
の
で
な
く
、

                      

共き
ょ
う

生せ
い

す
る
生い

き
方か

た

樹じ

ゅ  

海か

い

　

日に

本ほ
ん

の
厚こ

う

生せ
い

労ろ
う

働ど
う

省
し
ょ
う

サ
イ
ト
に
《
新し

ん

型が
た

イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
関か

ん

す
る
Ｑ
＆

Ａ
》（h

ttp
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.
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2
.

h
tm

l

）
と
い
う
ペ
ー
ジ
が
あ

っ
た
の
で
、
の
ぞ
い
て
み
た
。

　
《
通つ

う

常じ
ょ
うの

季き

節せ
つ

性せ
い

イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
で
は
、
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

数す
う

と

死し

亡ぼ
う

者し
ゃ

数す
う

は
ど
の
く
ら
い
で

す
か
》
と
い
う
問と

い
に
対た

い

し

て
、《
直

ち
ょ
く

接せ
つ

的て
き

及お
よ

び
間か

ん

接せ
つ

的て
き

に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

り
ゅ
う

行こ
う

に

よ
っ
て
生し

ょ
う

じ
た
死し

亡ぼ
う

を
推す

い

計け
い

す
る
超

ち
ょ
う

過か

死し

亡ぼ
う

概が
い

念ね
ん

と
い
う

も
の
が
あ
り
、
こ
の
推す

い

計け
い

に
よ

り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
年ね

ん

間か
ん

死し

亡ぼ
う

者し
ゃ

数す
う

は
、
世せ

界か
い

で
約や

く

２
５
〜
５
０
万ま

ん

人に
ん

、
日に

本ほ
ん

で

約や
く

１
万ま

ん

人に
ん

と
推す

い

計け
い

さ
れ
て
い

ま
す
》
と
あ
っ
た
。

　

つ
ま
り
、
通つ

う

常じ
ょ
うで

も
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
死し

亡ぼ
う

は
、

世せ

界か
い

で
５
０
万ま

ん

人に
ん

、
日に

本ほ
ん

で

１
万ま

ん

人に
ん

い
る
の
だ
。

　

ま
た
、
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
・

オ
ン
ラ
イ
ン
２
月が

つ

１
８
日に

ち

付づ
け

《
な
ん
と
１
日に

ち

５
０
人に

ん

以い

上
じ
ょ
う

｢

イ
ン
フ
ル
死し

者し
ゃ｣

が
日に

本ほ
ん

で
急

き
ゅ
う

増ぞ
う

す
る
不ぶ

気き

味み

／
怖こ

わ

い

の
は
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
だ
け
じ
ゃ

な
い
》（h

ttp
s://p

resi-
d
e
n
t.jp

/a
rticle

s/-
/3

3
0
5
3
?p

age=2

）
に

よ
れ
ば
、
２
０
１
９
年ね

ん

１
月が

つ

に
は
、
日に

本ほ
ん

で
イ
ン
フ
ル
エ
ン

拡
かく

大
だい

版
ばん

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
電で

ん

子し

顕け
ん

微び

鏡き
ょ
う

写し
ゃ

真し
ん

（Crédito: NIAID

）

ミナス州
しゅう

ベロオリゾンテ。医
い

療
りょう

防
ぼう

護
ご

服
ふく

で葬
そう

儀
ぎ

する墓
ぼ

地
ち

職
しょく

員
いん

（Adão de Souza-PBH）

予
よ

防
ぼう

衛
えい

生
せい

協
きょう

会
かい

のサイトで紹
しょう

介
かい

されて
いた『ウイルスの意

い

味
み

論
ろん

――生
せい

命
めい

の
定
てい

義
ぎ

を超
こ

えた存
そん

在
ざい

』( 山
やま

内
うち

一
かずや

也著
ちょ

、
みすず書

しょ

房
ぼう

、２０１８年
ねん

)

者し
ゃ

が
感か

ん

染せ
ん

を
広ひ

ろ

げ
る
」
と
い

う
特と

く

性せ
い

だ
。
そ
し
て
「
無む

症
し
ょ
う

状じ
ょ
うの

感か
ん

染せ
ん

者し
ゃ

が
ど
れ
だ
け
い

る
か
が
分わ

か
ら
な
い
」
の
が

現げ
ん

実じ
つ

だ
。
公こ

う

表ひ
ょ
うさ

れ
て
い
る

感か
ん

染せ
ん

者し
ゃ

数す
う

の
１
０
倍ば

い

、
１
５

倍ば
い

と
い
う
説せ

つ

も
あ
る
。

　

医い

療り
ょ
う

崩ほ
う

壊か
い

し
そ
う
に
な
る

た
び
に
外が

い

出し
ゅ
つ

自じ

粛し
ゅ
く

令れ
い

を
出だ

し
て
防ふ

せ

ぎ
、
ス
レ
ス
レ
の
と
こ

ろ
で
か
わ
し
て
な
が
ら
、
ワ

ク
チ
ン
が
開か

い

発は
つ

さ
れ
る
の
を

待ま

つ
し
か
な
い
。
あ
ま
り
に
開か

い

発は
つ

に
時じ

間か
ん

が
か
か
れ
ば
、
先さ

き

に
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

が
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
。

　

こ
れ
か
ら
数す

う

年ね
ん

間か
ん

は
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
の
た
め
に
外が

い

出し
ゅ
つ

自じ

粛
し
ゅ
く

と
解か

い

除じ
ょ

を
繰く

り
返か

え

す
生せ

い

活か
つ

に

な
り
そ
う
だ
。
外が

い

出し
ゅ
つ

自じ

粛し
ゅ
くが

解と

け
た
時と

き

で
す
ら
外が

い

出し
ゅ
つ

時じ

に

は
マ
ス
ク
を
し
、
帰き

宅た
く

し
た

ら
衣い

服ふ
く

を
ア
ル
コ
ー
ル
消

し
ょ
う

毒ど
く

、

し
っ
か
り
と
手て

洗あ
ら

い
、
う
が
い

を
励れ

い

行こ
う

す
る
の
が
日に

ち

常じ
ょ
うに

な

｢

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン｣

異い

色し
ょ
くの

緩ゆ
る

い
対た

い

策さ
く

の
ワ
ケ
》（h

ttps://
to

y
o
k
eizai.n

et/ar-
ticles/-/3

4
4
1
1
4

）
に

は
、
驚お

ど
ろ

か
さ
れ
た
。
の
っ
け

か
ら
《
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
今い

ま

も
レ
ス
ト
ラ
ン
は
カ
フ
ェ
が
通つ

う

常じ
ょ
う

営え
い

業ぎ
ょ
うを

し
て
い
ま
す
し
、

小し
ょ
う・

中
ち
ゅ
う

学が
く

生せ
い

は
学が

っ

校こ
う

に
通か

よ

っ

て
い
ま
す
》
と
あ
る
。

　

１
４
日か

時じ

点て
ん

で
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
コ
ロ
ナ
感か

ん

染せ
ん

に
よ
る
死し

者し
ゃ

数す
う

は
９
１
９
人に

ん

と
い
う
か

ら
、
日に

本ほ
ん

よ
り
は
る
か
に
多お

お

い
。
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

は
１
万ま

ん

９
４
８

人に
ん

で
、
重

じ
ゅ
う

篤と
く

者し
ゃ

も
８
５
９
人に

ん

い
る
と
い
う
。

　

１
９
９
５
年ね

ん

に
エ
ボ
ラ
が

発は
っ

生せ
い

し
た
と
き
に
ザ
イ
ー
ル

に
派は

遣け
ん

さ
れ
、
そ
こ
で
の
功こ

う

績せ
き

を
高た

か

く
評

ひ
ょ
う

価か

さ
れ
た
疫え

き

学が
く

専せ
ん

門も
ん

家か

の
ア
ン
デ
シ
ュ
・
タ
グ

ネ
ル
氏し

が
対た

い

策さ
く

責せ
き

任に
ん

者し
ゃ

に
な

っ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

い
わ
く
《
タ
グ
ネ
ル
氏し

の
さ
ら
に
、
５
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
うの

会か
い

合ご
う

の
禁き

ん

止し

、
基き

礎そ

疾し
っ

患か
ん

や
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

向む

け
の
買か

い
物も

の

を
手て

伝つ
だ

う
際さ

い

は
、
商

し
ょ
う

品ひ
ん

を
外そ

と

に
置お

き
、

直ち
ょ
く

接せ
つ

の
接せ

っ

触し
ょ
くを

避さ

け
る
と
い

っ
た
こ
と
も
ル
ー
ル
化か

さ
れ
て

い
る
》

　

ど
こ
か
の
国く

に

の
大だ

い

統と
う

領
り
ょ
う

の
よ
う
に
「
ち
ょ
っ
と
し
た
風か

邪ぜ

だ
か
ら
大た

い

し
た
こ
と
な
い
」

と
か
「
自じ

分ぶ
ん

は
運う

ん

動ど
う

選せ
ん

手し
ゅ

だ

っ
た
か
ら
大だ

い

丈じ
ょ
う

夫ぶ

だ
」
と

か
「
す
ぐ
に
外が

い

出し
ゅ
つ

自じ

粛し
ゅ
くを

解と

け
」
と
言い

わ
れ
た
ら
反は

ん

発ぱ
つ

し

た
く
な
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
し
た
理り

論ろ
ん

と
裏う

ら

付づ

け
を
説せ

つ

明め
い

す
る
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
る
。

　

た
と
え
方ほ

う

向こ
う

性せ
い

が
悪わ

る

く
な

く
て
も
、
言い

い
方か

た

、
説せ

っ

得と
く

し

方か
た

の
問も

ん

題だ
い

は
大お

お

き
い
。

平へ
い

和わ

な
ウ
イ
ル
ス
が
、

な
ぜ
殺こ

ろ

し
屋や

に
変か

わ
る
の
か

感か
ん

染せ
ん

し
、
ニ
ワ
ト
リ
の
免め

ん

疫え
き

機き

構こ
う

で
排は

い

除じ
ょ

さ
れ
る
の
に
対た

い

抗こ
う

し
て
毒ど

く

性せ
い

を
増ぞ

う

加か

さ
せ
、

一い
っ

方ぽ
う

、
大だ

い

規き

模ぼ

養よ
う

鶏け
い

の
お
か

げ
で
、
ウ
イ
ル
ス
は
ニ
ワ
ト
リ

か
ら
ニ
ワ
ト
リ
へ
と
広ひ

ろ

が
り
つ

づ
け
て
、
さ
ら
に
毒ど

く

性せ
い

を
増ぞ

う

加か

さ
せ
た
結け

っ

果か

で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
生う

ま

れ
て
き

た
ウ
イ
ル
ス
が
、
ニ
ワ
ト
リ
に

対た
い

す
る
キ
ラ
ー
ウ
イ
ル
ス
と

な
り
、
一い

ち

部ぶ

の
人ひ

と

で
も
キ
ラ
ー

ウ
イ
ル
ス
に
な
っ
て
い
る
の
で

す
。

　

キ
ラ
ー
ウ
イ
ル
ス
の
代だ

い

表
ひ
ょ
う

的て
き

な
も
の
に
ラ
ッ
サ
ウ
イ
ル
ス

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
マ
ス
ト

ミ
ス
と
呼よ

ば
れ
る
大お

お

型が
た

の
ネ

ズ
ミ
を
自し

然ぜ
ん

宿し
ゅ
く

主し
ゅ

と
し
て
平へ

い

和わ

共き
ょ
う

存ぞ
ん

し
て
い
ま
す
。
都と

市し

化か

が
進す

す

み
、
マ
ス
ト
ミ
ス
が

人じ
ん

家か

の
周ま

わ

り
で
生せ

い

息そ
く

す
る
よ

う
に
な
っ
た
た
め
、
マ
ス
ト
ミ

ス
の
尿に

ょ
うに

排は
い

出し
ゅ
つさ

れ
て
い
る
ウ

イ
ル
ス
に
人ひ

と

が
感か

ん

染せ
ん

す
る
機き

会か
い

が
増ふ

え
て
、
時と

き

に
致ち

死し

的て
き

な
感か

ん

染せ
ん

を
起お

こ
し
て
い
る
の
で

す
。

　

す
な
わ
ち
、
自し

然ぜ
ん

宿し
ゅ
く

主し
ゅ

で

は
キ
ラ
ー
で
は
な
く
、
別べ

つ

の

動ど
う

物ぶ
つ

宿し
ゅ
く

主し
ゅ

に
感か

ん

染せ
ん

を
起お

こ
し

た
際さ

い

に
キ
ラ
ー
に
変へ

ん

身し
ん

し
て

い
る
と
い
え
ま
す
。

　

現げ
ん

代だ
い

社し
ゃ

会か
い

は
ウ
イ
ル
ス
に

と
っ
て
も
激げ

き

動ど
う

の
時じ

代だ
い

に
な
っ

て
い
ま
す
。
自し

然ぜ
ん

宿し
ゅ
く

主し
ゅ

の
動ど

う

物ぶ
つ

と
共

き
ょ
う

存ぞ
ん

し
て
い
る
ウ
イ
ル
ス

で
は
、
宿

し
ゅ
く

主し
ゅ

の
免め

ん

疫え
き

反は
ん

応の
う

で

排は
い

除じ
ょ

さ
れ
る
機き

会か
い

が
少す

く

な
く
、

変へ
ん

異い

の
必ひ

つ

要よ
う

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

★　

　

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
も
自し

然ぜ
ん

宿し
ゅ
く

主し
ゅ

は
コ
ウ
モ
リ
だ
っ
た
と
言い

わ
れ

る
。
コ
ウ
モ
リ
の
中な

か

で
は
悪わ

る

さ

を
し
な
い
で
共

き
ょ
う

生せ
い

し
て
い
た
。

で
も
人に

ん

間げ
ん

が
コ
ウ
モ
リ
の
生せ

い

活か
つ

環か
ん

境き
ょ
うに

足あ
し

を
踏ふ

み
入い

れ
て

侵し
ん

害が
い

し
、
市し

場じ
ょ
うで

売う

る
な
ど

し
て
人に

ん

間げ
ん

社し
ゃ

会か
い

に
持も

ち
込こ

ん

で
、
人に

ん

間げ
ん

に
感か

ん

染せ
ん

す
る
よ
う

に
な
っ
た
。「
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
は

人に
ん

間げ
ん

の
体か

ら
だ

の
中な

か

で
免め

ん

疫え
き

と
戦

た
た
か

う
た
め
に
キ
ラ
ー
化か

し
た
」

と
読よ

め
る
。

人じ
ん

類る
い

と
ウ
イ
ル
ス
が

共き
ょ
う

存ぞ
ん

す
る
に
は

　

さ
ら
に
興

き
ょ
う

味み

深ぶ
か

い
の
は
、

次つ
ぎ

の
部ぶ

分ぶ
ん

だ
。

　
　
　
　

☆

　

ウ
イ
ル
ス
の
も
っ
と
も
効こ

う

果か

的て
き

な
生せ

い

存ぞ
ん

戦せ
ん

略り
ゃ
くは

、
宿

し
ゅ
く

主し
ゅ

と

共き
ょ
う

存ぞ
ん

す
る
こ
と
で
す
。
ウ
イ

ル
ス
と
宿

し
ゅ
く

主し
ゅ

の
共

き
ょ
う

存ぞ
ん

関か
ん

係け
い

は

長な
が

い
年ね

ん

月げ
つ

を
か
け
て
作つ

く

ら
れ

て
き
た
も
の
で
す
が
、
２
０

世せ
い

紀き

に
な
っ
て
人じ

ん

為い

的て
き

に
そ
の

状じ
ょ
う

態た
い

を
作つ

く

り
出だ

し
た
有ゆ

う

名め
い

な

例れ
い

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
ウ
サ
ギ
粘ね

ん

液え
き

腫し
ゅ

ウ
イ
ル
ス

と
ウ
サ
ギ
の
間あ

い
だ

で
起お

き
た
も

の
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

は
１
９
世せ

い

紀き

終お

わ
り
に
偶ぐ

う

然ぜ
ん

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
持も

ち
込こ

ま
れ

た
野の

ウ
サ
ギ
が
、
天て

ん

敵て
き

の
い

な
い
新し

ん

天て
ん

地ち

で
猛も

う

烈れ
つ

な
勢い

き
お

い

で
繁は

ん

殖し
ょ
くし

ま
し
た
。

　

ウ
サ
ギ
の
被ひ

害が
い

が
ひ
ど
く

な
っ
た
た
め
、
１
９
５
０
年ね

ん

、

野の

ウ
サ
ギ
退た

い

治じ

の
た
め
に
ウ

サ
ギ
粘ね

ん

液え
き

腫し
ゅ

ウ
イ
ル
ス
が
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
か
ら
輸ゆ

出し
ゅ
つさ

れ
放ほ

う

出し
ゅ
つさ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

蚊か

が
媒ば

い

介か
い

す
る
ウ
イ
ル
ス
で
、

ウ
サ
ギ
で
は
１
０
０
％
近ち

か

い

死し

亡ぼ
う

率り
つ

を
示し

め

し
ま
す
。

　
こ
の
ウ
イ
ル
ス
が
放ほ

う

出し
ゅ
つさ

れ

た
最さ

い

初し
ょ

の
年と

し

に
野の

ウ
サ
ギ
の

ほ
と
ん
ど
が
全ぜ

ん

滅め
つ

し
、
生い

き

残の
こ

っ
た
の
は
０
・
２
％
足た

ら
ず

で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
（
中

ち
ゅ
う

略り
ゃ
く）

６
年ね

ん

後ご

に
は
死し

亡ぼ
う

率り
つ

は
２
０
％

近ち
か

く
ま
で
低て

い

下か

し
ま
し
た
。

８
０
％
位く

ら
いが

生い

き
残の

こ

る
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ウ

イ
ル
ス
に
抵て

い

抗こ
う

性せ
い

を
示し

め

す
ウ

サ
ギ
が
増ふ

え
た
の
で
す
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、
実じ

っ

験け
ん

室し
つ

で
隔か

く

離り

飼し

育い
く

し
て
い
て
ウ
イ
ル
ス
に
ま
っ

ル
ス
に
宣せ

ん

戦せ
ん

布ふ

告こ
く

を
し
た
と

こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
時と

き

は
２
、

３
カ
月げ

つ

の
短た

ん

期き

決け
っ

戦せ
ん

の
つ
も

り
で
宣せ

ん

戦せ
ん

布ふ

告こ
く

し
た
が
、
実じ

つ

は
数す

う

年ね
ん

が
か
り
の
消

し
ょ
う

耗も
う

戦せ
ん

、

長ち
ょ
う

期き

戦せ
ん

だ
と
分わ

か
っ
た
―
―

と
い
う
の
が
現げ

ん

在ざ
い

で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

都と

市し

封ふ
う

鎖さ

、
外が

い

出し
ゅ
つ

禁き
ん

止し

な
ど
の
短た

ん

期き

決け
っ

戦せ
ん

的て
き

な
戦た

た
かい

方か
た

を
長

ち
ょ
う

期き

間か
ん

続つ
づ

け
れ
ば
、
仮か

り

に
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
に
勝

し
ょ
う

利り

し
た
と

し
て
も
、
そ
の
国く

に

の
国こ

っ

家か

財ざ
い

政せ
い

、
し
い
て
は
世せ

界か
い

経け
い

済ざ
い

に

甚じ
ん

大だ
い

な
犠ぎ

牲せ
い

を
強し

い
る
。
長

ち
ょ
う

期き

の
外が

い

出し
ゅ
つ

禁き
ん

止し

に
よ
る
精せ

い

神し
ん

的て
き

ス
ト
レ
ス
に
大だ

い

不ふ

況き
ょ
うに

よ

る
失し

つ

業ぎ
ょ
うや

貧ひ
ん

困こ
ん

が
加く

わ

わ
っ
た

死し

者し
ゃ

数す
う

は
、
と
ん
で
も
な
い

数か
ず

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
の
性せ

い

質し
つ

の
中な

か

で
、
と
く
に
悪あ

く

質し
つ

だ
と
思お

も

わ

れ
る
の
は
「
無む

症し
ょ
う

状じ
ょ
うの

感か
ん

染せ
ん

る
。

　

新し
ん

保ほ

健け
ん

相し
ょ
うに

は
、
は
や
く

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
の
免め

ん

疫え
き

が
ど
の
く

ら
い
の
期き

間か
ん

、
有ゆ

う

効こ
う

な
の
か

を
実じ

っ

験け
ん

で
科か

学が
く

的て
き

に
証

し
ょ
う

明め
い

し

て
ほ
し
い
。
抗こ

う

体た
い

検け
ん

査さ

を
幅は

ば

広ひ
ろ

く
実じ

っ

施し

し
て
、
公

お
お
や
けの

団だ
ん

体た
い

に
抗こ

う

体た
い

所し
ょ

持じ

証し
ょ
う

明め
い

書し
ょ

を
発は

っ

行こ
う

し
て
も
ら
い
、
持も

っ
て
い
る
人ひ

と

は
経け

い

済ざ
い

活か
つ

動ど
う

に
戻も

ど

れ
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
。

最さ
い

初し
ょ

か
ら
持じ

久き
ゅ
う

戦せ
ん

の
構か

ま

え
を

と
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
例れ

い

　

独ど
く

自じ

の
コ
ロ
ナ
対た

い

策さ
く

を
と

る
国く

に

に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
あ

る
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
州し

ゅ
う

が
外が

い

出
し
ゅ
つ

自じ

粛し
ゅ
く

措そ

置ち

を
解か

い

除じ
ょ

す
る
際さ

い

に
、
ぜ
ひ
参さ

ん

考こ
う

に
し
て
ほ
し
い

事じ

例れ
い

で
は
な
い
か
。

　

東と
う

洋よ
う

経け
い

済ざ
い

サ
イ
ト
４
月が

つ

１
５
日に

ち

付づ
け

記き

事じ

《
封ふ

う

鎖さ

な
し

考か
ん
がえ

で
は
、
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
な
ど
の
新あ

た
ら

し
い
伝で

ん

染せ
ん

病
び
ょ
う

は
短た

ん

期き

間か
ん

に
終

し
ゅ
う

息そ
く

す
る
と
は

考か
ん
がえ

難が
た

い
の
で
、
常

じ
ょ
う

識し
き

的て
き

な

対た
い

策さ
く

を
国こ

く

民み
ん

が
日に

ち

常じ
ょ
う

的て
き

に
行

お
こ
な

う
こ
と
以い

外が
い

に
対た

い

策さ
く

は
あ
り

ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
中な

か

で
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

や
死し

者し
ゃ

は
出で

ま
す

が
、
人じ

ん

口こ
う

の
５
７
％
の
人ひ

と

々び
と

が
抗こ

う

体た
い

を
持も

て
ば
、
重

じ
ゅ
う

篤と
く

化か

し
や
す
い
人ひ

と

々び
と

も
救す

く

い
や
す

く
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
》

と
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

説せ
つ

を

実じ
っ

践せ
ん

し
て
い
る
。

　
《
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
や
大だ

い

学が
く

、
高こ

う

校こ
う

は
基き

本ほ
ん

的て
き

に
閉へ

い

鎖さ

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
政せ

い

府ふ

は
国こ

く

民み
ん

に
対た

い

し
て
基き

礎そ

疾し
っ

患か
ん

の
あ
る
人ひ

と

と
の
接せ

っ

触し
ょ
くを

避さ

け
る
よ
う
求も

と

め
て
い
る
ほ
か
、

７
０
歳さ

い

以い

上じ
ょ
うの

国こ
く

民み
ん

に
は
自じ

己こ

隔か
く

離り

を
勧す

す

め
て
い
ま
す
。 　

コ
ラ
ム
子し

的て
き

に
は
、
ウ
イ

ル
ス
も
自し

然ぜ
ん

現げ
ん

象し
ょ
うの

一い
ち

部ぶ

で

あ
り
、
そ
れ
を
「
撲ぼ

く

滅め
つ

す
る

ま
で
戦た

た
か

う
」
と
い
う
考か

ん
が

え
方か

た

自じ

体た
い

に
、
天て

ん

に
ツ
バ
す
る
よ

う
な
部ぶ

分ぶ
ん

を
感か

ん

じ
る
。

　

力ち
か
ら

こ
ぶ
を
作つ

く

っ
て
相あ

い

手て

を

脅お
ど

し
、「
お
前ま

え

を
殺こ

ろ

す
ま
で

徹て
っ

底て
い

的て
き

に
戦た

た
か

う
」
と
脅お

ど

し
上あ

げ
る
よ
り
も
、
ど
こ
か
で
折お

り
合あ

い
を
つ
け
て
、
少

し
ょ
う

々し
ょ
う

居い

心ご
こ

地ち

の
悪わ

る

い
思お

も

い
を
我が

慢ま
ん

し
な
が
ら
「
気き

を
付つ

け
て
一い

っ

緒し
ょ

に
暮く

ら
す
」
＝
「
共

き
ょ
う

生せ
い

す
る
」

と
い
う
心

こ
こ
ろ

構が
ま

え
の
方
が
自し

然ぜ
ん

な
感か

ん

じ
が
す
る
。
そ
の
方ほ

う

が
、

精せ
い

神し
ん

衛え
い

生せ
い

上じ
ょ
うよ

ろ
し
い
の
で

は
な
い
か
―
と
思お

も

う
。

　

予よ

防ぼ
う

衛え
い

生せ
い

協き
ょ
う

会か
い

（
茨

い
ば
ら

城き

県け
ん

つ
く
ば
市し

所し
ょ

在ざ
い

）
の
サ
イ
ト

（
１
７
日に

ち

閲え
つ

覧ら
ん

、h
ttp

s://
w
w
w
.p
rim

ate.or.jp
/

serialization
/1
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．「-

ウ
イ
ル
ス
と
共と

も

に
生い

き
る
」/

）

の
０
８
年ね

ん

１
２
月が

つ

２
２
日に

ち

掲け
い

載さ
い

「
ウ
イ
ル
ス
と
共と

も

に
生い

き

る
」
と
い
う
一い

ち

文ぶ
ん

に
深ふ

か

く
考か

ん
がえ

さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
一い

ち

部ぶ

を
抜ば

っ

粋す
い

す
る
。

　
　
　
　
　

☆

　

ウ
イ
ル
ス
が
自し

然ぜ
ん

界か
い

で
存そ

ん

続ぞ
く

す
る
場ば

を
提て

い

供き
ょ
うし

て
い
る

動ど
う

物ぶ
つ

は
、
自し

然ぜ
ん

宿し
ゅ
く

主し
ゅ

と
呼よ

ば
れ
て
い
ま
す
。
自し

然ぜ
ん

宿し
ゅ
く

主し
ゅ

で
は
一い

っ

般ぱ
ん

に
ウ
イ
ル
ス
は
平へ

い

和わ

共き
ょ
う

存ぞ
ん

し
て
い
ま
す
。
キ
ラ
ー

（〝
殺こ

ろ

し
屋や

〞）
ウ
イ
ル
ス
は

ウ
イ
ル
ス
の
本ほ

ん

来ら
い

の
姿す

が
たで

は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

た
と
え
ば
、
現げ

ん

在ざ
い

、
大お

お

き

な
問も

ん

題だ
い

に
な
っ
て
い
る
ト
リ
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
自し

然ぜ
ん

宿し
ゅ
く

主し
ゅ

は
カ
モ
で
、
カ
モ
に

は
ほ
と
ん
ど
病

び
ょ
う

気き

を
起お

こ
し

ま
せ
ん
。

　

そ
れ
が
キ
ラ
ー
ウ
イ
ル
ス

の
姿す

が
たを

見み

せ
て
い
る
の
は
、
カ

モ
の
ウ
イ
ル
ス
が
ニ
ワ
ト
リ
に

た
く
さ
ら
さ
れ
た
こ
と
の
な

い
野の

ウ
サ
ギ
に
、
６
年ね

ん

後ご

に

流り
ゅ
う

行こ
う

し
て
い
た
ウ
イ
ル
ス
を

接せ
っ

種し
ゅ

し
て
み
る
と
、
ウ
イ
ル
ス

の
毒ど

く

性せ
い

も
変へ

ん

化か

し
て
い
ま
し

た
。
ウ
イ
ル
ス
の
毒ど

く

性せ
い

は
最さ

い

初し
ょ

１
０
０
％
近ち

か

い
死し

亡ぼ
う

率り
つ

を

示し
め

し
た
の
に
対た

い

し
て
、
２
年ね

ん

後ご

に
は
８
０
％
位く

ら
いに

低て
い

下か

し

て
い
た
の
で
す
。

　

結け
っ

局き
ょ
く、

宿
し
ゅ
く

主し
ゅ

で
あ
る
ウ
サ

ギ
は
抵て

い

抗こ
う

性せ
い

を
獲か

く

得と
く

し
、
一い

っ

方ぽ
う

、
ウ
イ
ル
ス
の
毒ど

く

性せ
い

も
低て

い

下か

し
て
い
っ
た
た
め
、
宿

し
ゅ
く

主し
ゅ

と
ウ
イ
ル
ス
は
共

き
ょ
う

存ぞ
ん

す
る
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で

す
。

　

進し
ん

化か

生せ
い

物ぶ
つ

学が
く

で
は
、
赤あ

か

の

女じ
ょ

王お
う

仮か

説せ
つ

と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
ル
イ
ス
・
キ
ャ

ロ
ル
の
有ゆ

う

名め
い

な
物も

の

語が
た
り「

鏡か
が
み

の

国く
に

の
ア
リ
ス
」
の
中な

か

で
、
赤あ

か

の

女じ
ょ

王お
う

が
い
く
ら
走は

し
っ
て
も
、
景け

色し
き

が
追お

い
か
け
て
く
る
た
め

に
、
女じ

ょ

王お
う

は
永え

い

遠え
ん

に
同お

な

じ
場ば

所し
ょ

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
い
う

話は
な

し
に
も
と
づ
い
た
も
の
で
、

複ふ
く

数す
う

の
集

し
ゅ
う

団だ
ん

が
い
っ
し
ょ
に

競き
そ

い
あ
っ
て
存そ

ん

在ざ
い

す
る
場ば

合あ
い

、

適て
き

応お
う

と
、
そ
れ
に
対た

い

す
る
適て

き

応お
う

は
、
両

り
ょ
う

方ほ
う

が
存そ

ん

続ぞ
く

で
き
る

よ
う
に
起お

こ
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
示し

め

し
た
も
の
で

す
。

　

ウ
サ
ギ
粘ね

ん

液え
き

腫し
ゅ

ウ
イ
ル
ス

と
ウ
サ
ギ
は
、
こ
う
し
て
共

き
ょ
う

存ぞ
ん

の
道み

ち

を
選え

ら

ん
だ
こ
と
に
な

り
ま
す
。
自し

然ぜ
ん

界か
い

で
は
昔む

か
し

か

ら
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
繰く

り
返か

え

さ
れ
て
、
ウ
イ
ル
ス
と

動ど
う

物ぶ
つ

は
共

き
ょ
う

存ぞ
ん

し
て
き
た
と
考

か
ん
が

え
ら
れ
ま
す
。

　

ウ
イ
ル
ス
が
自し

然ぜ
ん

界か
い

で
存そ

ん

続ぞ
く

す
る
場ば

を
提て

い

供き
ょ
うし

て
い
る

動ど
う

物ぶ
つ

は
、
自し

然ぜ
ん

宿し
ゅ
く

主し
ゅ

と
呼よ

ば
れ
て
い
ま
す
。
自し

然ぜ
ん

宿し
ゅ
く

主し
ゅ

で
は
一い

っ

般ぱ
ん

に
ウ
イ
ル
ス
は
平へ

い

和わ

共き
ょ
う

存ぞ
ん

し
て
い
ま
す
。
キ
ラ
ー

ウ
イ
ル
ス
は
ウ
イ
ル
ス
の
本ほ

ん

来ら
い

の
姿す

が
たで

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　

☆

　

ウ
イ
ル
ス
が
１
０
０
％
宿

し
ゅ
く

主し
ゅ

を
殺こ

ろ

す
と
、
自じ

分ぶ
ん

も
生い

き

残の
こ

れ
な
い
。
自じ

分ぶ
ん

が
繁は

ん

栄え
い

す

る
た
め
に
は
、
宿

し
ゅ
く

主し
ゅ

に
も
増ふ

え
て
も
ら
わ
な
い
と
困こ

ま

る
―

と
い
う
の
が
、
自し

然ぜ
ん

界か
い

に
お

け
る
本ほ

ん

来ら
い

の
ウ
イ
ル
ス
と
宿

し
ゅ
く

主し
ゅ

の
共

き
ょ
う

生せ
い

関か
ん

係け
い

だ
。

　

キ
ラ
ー
化か

し
た
ウ
イ
ル
ス

は
、
宿

し
ゅ
く

主し
ゅ

以い

外が
い

の
動ど

う

物ぶ
つ

の
体た

い

内な
い

環か
ん

境き
ょ
うで

出で

会あ

っ
た
強

き
ょ
う

力り
ょ
くな

免め
ん

疫え
き

と
戦た

た
か

う
た
め
に
凶

き
ょ
う

暴ぼ
う

化か

し
た
姿す

が
た

だ
。
ウ
イ
ル
ス
に
と
っ

て
人に

ん

間げ
ん

の
体か

ら
だ

に
は
免め

ん

疫え
き

に
加く

わ

え
て
、
医い

療り
ょ
うと

い
う
強

き
ょ
う

敵て
き

が

い
る
。
ウ
イ
ル
ス
は
自じ

分ぶ
ん

を

撲ぼ
く

滅め
つ

し
よ
う
と
い
う
強つ

よ

い
淘と

う

汰た

圧あ
つ

を
感か

ん

じ
る
ほ
ど
凶

き
ょ
う

暴ぼ
う

化か

し
て
感か

ん

染せ
ん

爆ば
く

発は
つ

し
、
逆ぎ

ゃ
く

に
し

っ
か
り
と
社し

ゃ

会か
い

的て
き

隔か
く

離り

を
し

な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
免め

ん

疫え
き

（
ワ

ク
チ
ン
も
含ふ

く

め
て
）
で
抑お

さ

え
て

い
く
よ
う
に
す
れ
ば
、
ウ
イ

ル
ス
が
ど
ん
ど
ん
弱

じ
ゃ
く

毒ど
く

化か

し

て
い
く
と
い
う
研け

ん

究き
ゅ
う

成せ
い

果か

も

あ
る
と
い
う
。

繰く

り
返か

え

し
襲お

そ

う
か
も
し
れ
な
い

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

　

今こ
ん

回か
い

の
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
で
は

数す
う

十じ
ゅ
う

万ま
ん

人に
ん

が
死し

ぬ
か
も
し
れ

な
い
。
た
と
え
そ
れ
で
収お

さ

ま
っ

た
と
し
て
も
、
今い

ま

の
文ぶ

ん

明め
い

の

在あ

り
方か

た

を
続つ

づ

け
て
い
く
以い

上じ
ょ
う、

次つ
ぎ

々つ
ぎ

に
別べ

つ

の
ウ
イ
ル
ス
が
キ

ラ
ー
化か

し
て
襲お

そ

い
掛か

か
っ
て
来く

る
と
予よ

想そ
う

さ
れ
る
。

　
《｢

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
は
幕ま

く

下し
た

級き
ゅ
う

…｣

こ
れ
か
ら
来く

る
〝

横よ
こ

綱づ
な

ウ
イ
ル
ス
〞
の
出

し
ゅ
つ

現げ
ん

に
備そ

な

え
ろ
／
世せ

界か
い

的て
き

ｉ
Ｐ

Ｓ
研け

ん

究き
ゅ
う

者し
ゃ｢

都と

市し

封ふ
う

鎖さ

は

過か

剰
じ
ょ
う｣

》（
大お

お

越こ
し

裕
ラ
イ

タ
ー
、h

ttp
s://p

resi-
d
e
n
t.jp
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rticle
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）
に

は
、
次つ

ぎ

の
よ
う
な
一い

っ

節せ
つ

も
あ

る
。

　
《
ウ
イ
ル
ス
学が

く

者し
ゃ

・
根ね

路じ

銘め

氏し

の
見み

立た

て
に
よ
れ
ば
「
幕ま

く

下し
た

ク
ラ
ス
」
で
あ
る
は
ず
の

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
人じ

ん

類る
い

社し
ゃ

会か
い

に
も
た
ら
し
て
い
る
大だ

い

規き

模ぼ

な
災さ

い

厄や
く

。
高た

か

橋は
し

氏し

は
こ

れ
を
、
や
が
て
起お

こ
り
う
る
、

よ
り
深し

ん

刻こ
く

な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の

予よ

行こ
う

演え
ん

習し
ゅ
うと

と
ら
え
る
べ
き

だ
と
訴う

っ
た

え
る
》
と
い
う
も
の

だ
。

　

さ
ら
に
同ど

う

記き

事じ

で
は
、
京

き
ょ
う

都と

大だ
い

学が
く

医い

学が
く

部ぶ

同ど
う

付ふ

属ぞ
く

病
び
ょ
う

院い
ん

の
高た

か

橋は
し

政ま
さ

代よ

助じ
ょ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

に

取し
ゅ

材ざ
い

し
、「
根ね

路じ

銘め

先せ
ん

生せ
い

は

『
５
億お

く

年ね
ん

前ま
え

に
誕た

ん

生じ
ょ
うし

た
さ

ま
ざ
ま
な
種し

ゅ

類る
い

の
ウ
イ
ル
ス

が
今い

ま

も
微び

細さ
い

な
生せ

い

物ぶ
つ

の
中な

か

に

隠か
く

れ
て
い
て
、
こ
れ
か
ら
も

次つ
ぎ

々つ
ぎ

に
人じ

ん

類る
い

を
襲お

そ

う
だ
ろ
う
』

と
予よ

言げ
ん

さ
れ
て
い
ま
す
。
医い

療り
ょ
うが

発は
っ

達た
つ

し
た
現げ

ん

代だ
い

で
も
強

き
ょ
う

毒ど
く

性せ
い

の
ウ
イ
ル
ス
が
蔓ま

ん

延え
ん

す

れ
ば
、
国く

に

の
人じ

ん

口こ
う

の
何な

ん

割わ
り

か

の
命い

の
ち

が
失う

し
な

わ
れ
る
可か

能の
う

性せ
い

は

十じ
ゅ
う

分ぶ
ん

に
あ
り
ま
す
。
そ
の
と

き
に
備そ

な

え
て
、
私わ

た
し

た
ち
の
社し

ゃ

会か
い

は
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

な
対た

い

策さ
く

を
練ね

っ
て

お
く
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
り
ま
す
」
と

の
コ
メ
ン
ト
を
記き

事じ

の
締し

め

く
く
り
と
し
て
入い

れ
た
。

　

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
が
お
さ
ま
っ
て

も
、
次つ

ぎ

な
る
《
横よ

こ

綱づ
な

ク
ラ
ス

の
凶

き
ょ
う

悪あ
く

ウ
イ
ル
ス
》
が
い
つ
出

し
ゅ
つ

現げ
ん

し
て
襲お

そ
っ
て
く
る
か
分わ

か
ら

な
い
の
が
現げ

ん

代だ
い

社し
ゃ

会か
い

だ
。
そ

の
度た

び

に
、
世せ

界か
い

経け
い

済ざ
い

を
今こ

ん

回か
い

並な
み

に
破は

壊か
い

す
る
こ
と
は
現げ

ん

実じ
つ

的て
き

で
は
な
い
。

　
「
居い

心ご
こ

地ち

が
悪わ

る

く
て
も
、
ウ

イ
ル
ス
と
共

き
ょ
う

生せ
い

す
る
」
と
い

う
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
よ
う
な
取と

り
組く

み
を
さ
ら
に
工く

夫ふ
う

す
る

と
い
う
方ほ

う

向こ
う

性せ
い

が
も
っ
と
注

ち
ゅ
う

目も
く

を
浴あ

び
て
も
い
い
。
不ふ

思し

議ぎ

な
こ
と
に
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
ほ

ぼ
報ほ

う

道ど
う

さ
れ
て
い
な
い
。

　
「
共

き
ょ
う

生せ
い

」
と
は
、
何な

ん

世せ

代だ
い

も

か
け
て
ウ
イ
ル
ス
に
適て

き

応お
う

し

た
人じ

ん

類る
い

が
生い

き
残の

こ
っ
て
い
く
―

と
い
う
気き

が
遠と

お

く
な
る
よ
う

な
話は

な
し

で
も
あ
る
。
で
も
、
人に

ん

間げ
ん

も
生せ

い

物ぶ
つ

で
あ
る
以い

上じ
ょ
う、

そ

の
よ
う
な
ス
パ
ン
で
も
の
ご
と

を
考か

ん
がえ

る
べ
き
部ぶ

分ぶ
ん

も
あ
る
。

　

世せ

界か
い

の
ど
こ
か
で
ウ
イ
ル
ス

が
感か

ん

染せ
ん

爆ば
く

発は
つ

し
た
と
い
う
ニ

ュ
ー
ス
が
流な

が

れ
た
ら
、
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うが

身み

構が
ま

え
る
。
そ
ん
な
生せ

い

活か
つ

ス
タ
イ
ル
を
「
日に

ち

常じ
ょ
う」

と

し
て
受う

け
止と

め
る
し
か
な
い
。

そ
れ
が
「
コ
ロ
ナ
後ご

」
の
ウ
イ

ル
ス
と
の
共

き
ょ
う

生せ
い

生せ
い

活か
つ

で
は
な

い
か
。（
深ふ

か

）

リ
オ
の
フ
ァ
ベ
ー
ラ
を
消し

ょ
う

毒ど
く

す
る
職し

ょ
く

員い
ん

（PM
RJ- via Fotos Publicas

）
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